
関東支社長野工事事務所

令和８年９月

東日本高速道路株式会社　

設　　計　　図

須坂橋（上下線）

上信越自動車道 豊洲高架橋耐震補強工事



46 須坂橋（下り線) Ａ２橋台　落橋防止構造Ｐ１－Ｏ２構造詳細図（その４）（参考図）

47 須坂橋（上下線）Ｐ１橋脚　はく落防止対策工　Ｂ１ 一般図

48 須坂橋（上下線）Ｐ２橋脚　はく落防止対策工　Ｂ１ 一般図

49 須坂橋（上下線）　交通規制工　路肩規制　Ｃ（ＯＮランプ）

50 須坂橋（上下線）　交通規制工　路肩規制　Ｃ（ＯＦＦランプ）

51 須坂橋（上下線）交通保安要員　交通監視員Ａ１ 

52 ～ 71 須坂橋（上下線）施工要領図（その１）～（その２０）（参考図） 

72 ～ 76 須坂橋（上下線）配線系統図（その１）～（その５）（参考図）

43 ～ 45 須坂橋（下り線) Ａ２橋台　落橋防止構造Ｐ１－Ｏ２構造詳細図（その１）～（その３）

39 ～ 41 須坂橋（下り線) Ａ１橋台　落橋防止構造Ｐ１－Ｏ１構造詳細図（その１）～（その３）

42 須坂橋（下り線) Ａ１橋台　落橋防止構造Ｐ１－Ｏ１構造詳細図（その４）（参考図）

33 ～ 35 須坂橋（上り線) Ａ１橋台　落橋防止構造Ｃ１－Ｏ１ 構造詳細図（その１）～（その３）

36 ～ 38 須坂橋（上り線) Ａ２橋台　落橋防止構造Ｃ１－Ｏ２ 構造詳細図（その１）～（その３）

22 ～ 24 須坂橋（上下線）Ｐ２橋脚　ＲＣ巻立て配筋図（その１）～（その３）

25 ～ 28

29 ～ 32

須坂橋（上下線）Ａ１橋台　検査路Ｂ詳細図（その１）～（その４）

須坂橋（上下線）Ａ２橋台　検査路Ｂ詳細図（その１）～（その４）

17 須坂橋（上下線）Ｐ１橋脚　ＲＣ巻立て一般図

18 ～ 20 須坂橋（上下線）Ｐ１橋脚　ＲＣ巻立て配筋図（その１）～（その３）

21 須坂橋（上下線）Ｐ２橋脚　ＲＣ巻立て一般図

14 須坂橋（上下線）切土補強土工（その２）

15 須坂橋（上下線）切土補強土工（その３）（参考図）

16 須坂橋（上下線）切土補強土工（その４）（参考図）

11 須坂橋（上下線）Ｐ２橋脚　構造物掘削　特殊部Ａ－Ｏ２（その１）

12 須坂橋（上下線）Ｐ２橋脚　構造物掘削　特殊部Ａ－Ｏ２（その２）

13 須坂橋（上下線）切土補強土工（その１）

8 須坂橋（上下線）Ａ２橋台　捨土掘削　土砂Ａ

10 須坂橋（上下線）Ｐ１橋脚　構造物掘削　特殊部Ａ－Ｏ１（その２）

9 須坂橋（上下線）Ｐ１橋脚　構造物掘削　特殊部Ａ－Ｏ１（その１）

6 須坂橋（上下線）耐震補強一般図

7 須坂橋（上下線）Ａ１橋台　捨土掘削　土砂Ａ

4 須坂橋（上下線）構造一般図（その１）

5 須坂橋（上下線）構造一般図（その２）

2 須坂橋（上下線）橋梁一般図（その１）

3 須坂橋（上下線）橋梁一般図（その２）

【  図 面 目 録  】

図面番号 図 面 名 称 図面番号 図 面 名 称

1 須坂橋（上下線）数量総括表



須坂橋（上下線） 数量総括表　

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

図面番号

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

大成エンジニアリング株式会社

長　 野 　工　 事　 事　 務　 所

上 信 越 自 動 車 道

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

須坂橋（上下線） 数量総括表

ー
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構造一般図（その１）

図面番号

大成エンジニアリング株式会社

事 務 所 名

設計会社名

縮　  　尺 図  示

施工会社名

図面の種類

須坂橋（上下線）構造一般図（その１） S=1:250

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

須坂橋（上下線）

上 信 越 自 動 車 道 

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事
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1 - 1

平　面　図
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図面番号

大成エンジニアリング株式会社

事 務 所 名

設計会社名

縮　  　尺 図  示

施工会社名

図面の種類

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

須坂橋（上下線）構造一般図（その２） S=1:250

上 信 越 自 動 車 道 

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

構造一般図（その２）

須坂橋（上下線）
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    1.施工前に既設形状寸法を確認すること 。

    2.既設構造物の形状を現地計測の上、必要に応じて、 施工

内容を精査すること。

注記）

正 面 図

平 面 図

側 面 図

下り線 上り線

捨土掘削 捨土掘削

A1 P1

2
1
85

2185

4
3
70

4
3
70

4
3
70

2929614095 6973

697314095

下り線 上り線

29296

2
1
85

捨土掘削

A1

P1

5271

5
2
71

5
2
71

S=1:200須坂橋（上下線）　Ａ１橋台　捨土掘削　土砂Ａ

須坂橋（上下線）Ａ１橋台

番

設

名

尺

面

大成エンジニアリング株式会社

の種類図

縮

会計 社名

事 務 所

号面図

施 会工 社名

1:200

東日本高速道路株式会社　関東支社

長 野 工 事 事 務 所

上 信 越 自 動 車 道 

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

捨土掘削　土砂Ａ
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    1.施工前に既設形状寸法を確認すること 。

    2.既設構造物の形状を現地計測の上、必要に応じて、 施工

内容を精査すること。

注記）

構造物掘削　特殊部Ａ－Ｏ１

ライナープレート

4219 25821 4220

5
2
00

2800 1000 2200

4219 2800 2300 2800 2300 2800 4471 3000 2350 3000 4220
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28260

正 面 図

平 面 図

側 面 図
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下り線 上り線

下り線 上り線

A1 P1M H

P1

A1

構造物掘削　特殊部Ａ－Ｏ１

ライナープレート

構造物掘削　特殊部Ａ－Ｏ１

ライナープレート

S=1:200須坂橋（上下線）　Ｐ１橋脚　構造物掘削　特殊部Ａ－Ｏ１（その１）

須坂橋（上下線）　Ｐ１橋脚

番

設

名

尺

面

大成エンジニアリング株式会社

の種類図

縮

会計 社名

事 務 所

号面図

施 会工 社名

1:200

東日本高速道路株式会社　関東支社

長 野 工 事 事 務 所

上 信 越 自 動 車 道 

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

構造物掘削　特殊部
Ａ－Ｏ１（その１）
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補強リング．．． 6H-150x150x7x10x3134(円弧部)
補強リング．．．12H-150x150x7x10x3919(直線部)
補強リング．．． 2H-150x150x7x10x4704(直線部)

名　　称 寸　　　　法 単体質量 数　量 質　量 備　　考

（mm） （kg） （kg）

　

(支保工)

縦　梁 H-250×250×9×14×5575       446.0          20      8920.0 山留材

切　梁 H-300×300×10×15×4750       475.0           2       950.0 山留材

切　梁 H-300×300×10×15×1955       195.5           3       586.5 山留材

腹起し      2856.0           2      5712.0 山留材

腹起し H-400×400×13×21×28560      5712.0           4     22848.0 山留材

小計     44099.0 kg

合計     74521.7 kg
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282603000 3000

切梁  
腹起し

9@3140 (縦梁ピッチ)

7690 5100 7370 8100

縦梁 　H-250×250×9×14(山留材)
切梁　 H-300×300×10×15(山留材)
腹起し（上から）
1段目　H-300×300×10×15(山留材)
2段目　H-400×400×13×21(山留材)

L 34260

4
7
50

1
3
55

1
9
55

切　梁 H-300×300×10×15×1355       135.5           3       406.5 山留材

切　梁 H-300×300×10×15×4550       455.0           4      1820.0 山留材

切　梁 H-300×300×10×15×1855       185.5           6      1113.0 山留材

切　梁 H-300×300×10×15×1255       125.5           6       753.0 山留材

※切梁長さは、別途調整のこと

1
1@
50
0=
55
00

（
ラ

イ
ナ

ー
プ

レ
ー

ト
　

ｔ
＝
2
.
7ｍ

ｍ
）

H
 5
5
00

2
@5
00
=1
0
00

1
0
00

2
@1
50
0=
30
00

5
00

（
補

強
リ

ン
グ

ピ
ッ
チ
）

5
00

2
5
00

2
5
00（
切

梁
ピ

ッ
チ
）

補強リング　H-150×150×7×10         

Ａリング    
Ｂリング    

3段目　H-400×400×13×21(山留材)

ライナープレート（t=2.7mm）・・・H=5.5ｍ

ライナープレート 2.7×500×1570(SP-10)        26.0         386     10036.0 黒皮

ライナープレート 2.7×500×1570(JP-10)        26.0          20       520.0 黒皮

ライナープレート 2.7×500×1570(CP-10)        26.0         122      3172.0 黒皮

組立ボルト M16×30（4.6，LP用）       0.137        4512       618.1

組立ボルト M16×45（8.8，HR用）       0.158        2880       455.0

小計     14801.1 kg

補強リング（H-150）・・・6リング（継ぎ手部　20個所／1リング）

補強リング H-150×150×7×10×3134        97.5          36      3510.0 黒皮,円弧部

補強リング H-150×150×7×10×3919       121.9          72      8776.8 黒皮,直線部

補強リング H-150×150×7×10×4704       146.3          12      1755.6

継手板 PL-150×12×310        4.38         240      1051.2 黒皮

継手ボルト M20×50(8.8)       0.275        1920       528.0

ロックワッシャー M20ボルト用          －         960          －

小計     15621.6 kg

黒皮,直線部

63919 63919 63919 64704 63919 63919 3919

H-300×300×10×15×28560

ライナープレート平面割付図 S=1:100

補強リング割付図 S=1:100

断面図、側面図 S=1:100

軸方向継手板詳細図（矢視）
S=1:10

ライナープレート詳細図 S=1:20

補強リング継手詳細図 S=1:8

材料表

    1.施工前に既設形状寸法を確認すること 。

    2.既設構造物の形状を現地計測の上、必要に応じて、 施工

内容を精査すること。

注記）

2
20

(
1
段
目
)

(
1
段
目
)

切梁受け金具 H30-T25          18       55.0       990.0

切梁受け金具　H30-T25

番

設

名

尺

面

大成エンジニアリング株式会社

の種類図

縮

会計 社名

事 務 所

号面図

施 会工 社名

図   示

東日本高速道路株式会社　関東支社

長 野 工 事 事 務 所

須坂橋（上下線）　Ｐ１橋脚　構造物掘削　特殊部Ａ－Ｏ１（その２）

須坂橋（上下線）　Ｐ１橋脚

構造物掘削　特殊部Ａ－Ｏ１
            （その２）

上 信 越 自 動 車 道 

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事
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P2 A2

MH

    1.施工前に既設形状寸法を確認すること 。

    2.既設構造物の形状を現地計測の上、必要に応じて、 施工

内容を精査すること。

注記）

構造物掘削　特殊部Ａ－Ｏ２

ライナープレート

4219 2800 2300 2800 2300 2800 4471 3000 2350 3000

9
4
25

28260

4220

正 面 図

平 面 図

側 面 図

2800 1000 2200

5
2
55

5
2
55

4219 25821 4220

5
2
55

下り線 上り線

下り線 上り線

P2

A2

構造物掘削　特殊部Ａ－Ｏ２

構造物掘削　特殊部Ａ－Ｏ２

ライナープレート

ライナープレート

S=1:200須坂橋（上下線）　Ｐ２橋脚　構造物掘削　特殊部Ａ－Ｏ２（その１）

須坂橋（上下線）　Ｐ２橋脚

番

設

名

尺

面

大成エンジニアリング株式会社

の種類図

縮

会計 社名

事 務 所

号面図

施 会工 社名

1:200

東日本高速道路株式会社　関東支社

長 野 工 事 事 務 所

上 信 越 自 動 車 道 

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

構造物掘削　特殊部
Ａ－Ｏ２（その１）
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3000 300028260

S
 6
0
00

R 
30
00

31
34

6
3
1
34

6

313431
34

6
3
1
34

6

3134

6
3919

6
3919

6
3919

6
4704

6
3919

6
3919 3919

66

66

補強リング．．． 6H-150x150x7x10x3134(円弧部)
補強リング．．．12H-150x150x7x10x3919(直線部)
補強リング．．． 2H-150x150x7x10x4704(直線部)

名　　称 寸　　　　法 単体質量 数　量 質　量 備　　考

（mm） （kg） （kg）

　

(支保工)

縦　梁 H-250×250×9×14×5575       446.0          20      8920.0 山留材

切　梁 H-300×300×10×15×4750       475.0           2       950.0 山留材

切　梁           3 山留材

腹起し      2856.0           2      5712.0 山留材

腹起し H-400×400×13×21×28560      5712.0           4     22848.0 山留材

小計     44099.0 kg

合計     74521.7 kg

5
0
0

4
7
.
5

3
@
1
3
5
=
4
05

4
7
.
5

78.5

78.5

78
.5

78.5
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5
0
0

5
0
0

5
0
0

1
3
5

1
4
2
.
5

4
0

4
0

1
4
2
.
5

継手ボルト　M20x50(8.8)

継手板　PL-150x12x310

組立ボルト　M16x45(8.8)

150

309030

3
0

1
5
0

15012

3
0

9
0

12

4
5

3
1
0

4
5

6
5

9
0

6
5

25

3
0

M20ボルト用

ロックワッシャー

φ25孔

φ22孔

t=12

R 3000

9@157=1413

1570(5:5)

R 
30
00

10-φ21

JP-10

t=2.7

9@157=1413

1570

t=2.7

10-φ21

SP-10

9@157=1413

1570

R 
30
0010-φ21

t=2.7

CP-10

L 34260

S
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0
00
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00

CP-1
0

CP
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C
P
-
10

C
P
-
10

CP-10

CP-10 SP-10 SP-10 SP-10 SP-10 SP-10 SP-10 SP-10 SP-10 SP-10 SP-10 SP-10 SP-10 SP-10 SP-10 SP-10 SP-10 SP-10 SP-10 CP-1
0

CP
-1
0

C
P
-
10

C
P
-
10

CP-10

CP-10
SP-10SP-10SP-10SP-10SP-10SP-10SP-10SP-10SP-10SP-10SP-10SP-10SP-10SP-10SP-10SP-10SP-10SP-10

JP-10

CP
-10

CP
-1
0

C
P-
10

CP-10

CP-10
JP-10 SP-10 SP-10 SP-10 SP-10 SP-10 SP-10 SP-10 SP-10 SP-10 SP-10 SP-10 SP-10 SP-10 SP-10 SP-10 SP-10 SP-10 JP-10

CP
-10

CP
-1
0

C
P-
10

CP-10

CP-10

JP-10SP-10SP-10SP-10SP-10SP-10SP-10SP-10SP-10SP-10SP-10SP-10SP-10SP-10SP-10SP-10SP-10SP-10
Ａリング    

Ｂリング    

縦梁  

282603000 3000

切梁  
腹起し

9@3140 (縦梁ピッチ)

7690 5100 7370 8100

縦梁 　H-250×250×9×14(山留材)
切梁　 H-300×300×10×15(山留材)
腹起し（上から）
1段目　H-300×300×10×15(山留材)
2段目　H-400×400×13×21(山留材)

L 34260

4
7
50

1
3
55

1
9
55

切　梁           3 山留材

切　梁 H-300×300×10×15×4550       455.0           4      1820.0 山留材

切　梁           6 山留材

切　梁           6 山留材

※切梁長さは、別途調整のこと

1
1@
50
0=
55
00

（
ラ

イ
ナ

ー
プ

レ
ー

ト
　

ｔ
＝
2
.
7ｍ

ｍ
）

H
 5
5
00

2
@5
00
=1
0
00

1
0
00

2
@1
50
0=
30
00

5
00

（
補

強
リ

ン
グ

ピ
ッ
チ
）

5
00

2
5
00

2
5
00（
切

梁
ピ

ッ
チ
）

補強リング　H-150×150×7×10         

Ａリング    
Ｂリング    

3段目　H-400×400×13×21(山留材)

ライナープレート（t=2.7mm）・・・H=5.5ｍ

ライナープレート 2.7×500×1570(SP-10)        26.0         386     10036.0 黒皮

ライナープレート 2.7×500×1570(JP-10)        26.0          20       520.0 黒皮

ライナープレート 2.7×500×1570(CP-10)        26.0         122      3172.0 黒皮

組立ボルト M16×30（4.6，LP用）       0.137        4512       618.1

組立ボルト M16×45（8.8，HR用）       0.158        2880       455.0

小計     14801.1 kg

補強リング（H-150）・・・6リング（継ぎ手部　20個所／1リング）

補強リング H-150×150×7×10×3134        97.5          36      3510.0 黒皮,円弧部

補強リング H-150×150×7×10×3919       121.9          72      8776.8 黒皮,直線部

補強リング H-150×150×7×10×4704       146.3          12      1755.6

継手板 PL-150×12×310        4.38         240      1051.2 黒皮

継手ボルト M20×50(8.8)       0.275        1920       528.0

ロックワッシャー M20ボルト用          －         960          －

小計     15621.6 kg

黒皮,直線部

63919 63919 63919 64704 63919 63919 3919

H-300×300×10×15×28560

ライナープレート平面割付図 S=1:100

補強リング割付図 S=1:100

断面図、側面図 S=1:100

軸方向継手板詳細図（矢視）
S=1:10

ライナープレート詳細図 S=1:20

補強リング継手詳細図 S=1:8

材料表

    1.施工前に既設形状寸法を確認すること 。

    2.既設構造物の形状を現地計測の上、必要に応じて、 施工

内容を精査すること。

注記）

    3.P1橋脚　構造物掘削　特殊部A-O1に使用されたライナー

プレートを再使用すること。

(
1
段
目
)

(
1
段
目
)

切梁受け金具　H30-T25

切梁受け金具 H30-T25          18       55.0       990.0

2
20

H-300×300×10×15×1955       195.5       586.5

H-300×300×10×15×1355       135.5       406.5

H-300×300×10×15×1855       185.5      1113.0

H-300×300×10×15×1255       125.5       753.0

番

設

名

尺

面

大成エンジニアリング株式会社

の種類図

縮

会計 社名

事 務 所

号面図

施 会工 社名

図   示

東日本高速道路株式会社　関東支社

長 野 工 事 事 務 所

須坂橋（上下線）　Ｐ２橋脚　構造物掘削　特殊部Ａ－Ｏ２（その２）

須坂橋（上下線）　Ｐ２橋脚

上 信 越 自 動 車 道 

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

構造物掘削　特殊部Ａ－Ｏ２
           （その２）
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▽341.928

▽342.998

▽344.068

▽345.148

S
L=
6
00

6
00

600

S
L=
6
00

6
00

600

▽341.388 ▽341.388

A1橋台端部　下り側のり面 A1橋台端部　上り側のり面

14095

5
3
14

150
63

5
3
14

8942

10402

S
L=
6
00

S
L=
6
00

6
00

600

6
00

600

▽341.927

▽342.997

▽344.067

▽345.147

▽341.386
▽341.386

A2橋台端部　下り側のり面 A2橋台端部　上り側のり面

須坂橋（上下線）　切土補強土工（その２）

須坂橋（上下線）

番

設

名

尺

面

大成エンジニアリング株式会社

の種類図

縮

会計 社名

事 務 所

号面図

施 会工 社名

1:200

東日本高速道路株式会社　関東支社

長 野 工 事 事 務 所

上 信 越 自 動 車 道 

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

切土補強土工（その２）

S=1:200

展開図

注記）

1.既設構造物の形状を現地計測の上、必要に応じて、

　施工内容を精査すること。

2.施工に際しては現地計測を行い、実測結果を反映の

　こと。
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構造体

ｸﾞﾗｳﾄ

1.先端ｷｬｯﾌﾟ

L=8.5 or 9.0m

頭部余長100

φ
9065 65

防錆材

5.ﾍﾞﾙｼｰｽ

4.K-1ｽﾍﾟｰｻｰ

AS345ﾒｯｷﾎﾞﾙﾄ D22N

6.ﾒｯｷ付角座金

7.ﾒｯｷﾍﾞﾙﾜｯｼｬｰ

2.ASﾒｯｷｺﾏﾅｯﾄ

8.ﾍﾞﾙｷｬｯﾌﾟBC

（溶融亜鉛めっき HDZT 49）

（溶融亜鉛めっき HDZT 49）

（溶融亜鉛めっき HDZT 77）

（溶融亜鉛めっき HDZT 77）

（溶融亜鉛めっき HDZT 77）

D22N

3.AS22NﾒｯｷｶｯﾌﾟﾗｰZ

１．先端キャップ ４．Ｋ－１スペーサーＤ２２－６５（電気メッキ）

６．メッキ付角座金 ７．メッキベルワッシャ－ ８．ベルキャップＢＣ

５．ベルシ－ス

φ
45

1
50

150
9

φ45

φ
45

25

φ74.5

φ
74
.5

φ100

150

※ベルコート360ｇ入り

Oﾘﾝｸﾞ

SUS M8

Oﾘﾝｸﾞ

φ
1
00

単位

AS345メッキボルト

種　　別

個

ｍ

仕　　様

数量表 (1箇所当り)

備　　考数量

先端キャップ

ASメッキコマナット

K-1スペーサー

ベルシース

メッキ付角座金

メッキベルワッシャー

ベルキャップBC

D22-65

φ74.5×25

150×150×9（φ45）

φ100×150

個

個

個

枚

個

個 ベルコート360ｇ入り

1

1

1

1

1

溶融亜鉛めっき　HDZT 77

溶融亜鉛めっき　HDZT 77

溶融亜鉛めっき　HDZT 49

電気めっき

溶融亜鉛めっき　HDZT 491

最大ピッチ2.5ｍで最低2箇所

個 溶融亜鉛めっき　HDZT 77

2
7
.5

26
58.5

φ
45

φ45

φ32

φ
32

φ
42

200

5640

35

54 45

φ
39
.0

110 φ39.0

127

φ
65

D22

（溶融亜鉛めっき HDZT 77） （溶融亜鉛めっき HDZT 49）

φ45×200

AS22NメッキカップラーZ

２．ASメッキコマナット D22N ３．AS22Nメッキカップラ－Z

D22N

D22

D22N

D22N

（溶融亜鉛めっき HDZT 49） （溶融亜鉛めっき HDZT 77）

8.5

9.0
or

2

4

S=1:4須坂橋（上下線）　切土補強土工（その３）（参考図）

須坂橋（上下線）

番

設

名

尺

面

大成エンジニアリング株式会社

の種類図

縮

会計 社名

事 務 所

号面図

施 会工 社名

1:4

東日本高速道路株式会社　関東支社

長 野 工 事 事 務 所

上 信 越 自 動 車 道 

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

ロックボルト詳細図

注記）

    1.補強材の亜鉛メッキ処理は次のとおりとする。

　　　　補強材 　･･･ JIS H 8641  HDZT77

　　　　ナット　 ･･･ JIS H 8641  HDZT49

　　　　プレート ･･･ JIS H 8641  HDZT77

切土補強土工（その３）
（参考図）
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標準配置図

標準断面図

補強材

許容荷重(kN)

130

参考質量(kg)

27

備　　考

1：40

1：10

標準構造図 1：20

(DP-R1000)

1.00×1.00サイズ(標準部用)

A-A断面図

SS400 4.5t

SS400 4.5t

SS400 3.2t

田パネル

40

44

2
05

1
00

2
45

1
0
00

2
05

2
45

205 100245

1000

205 245

1000

1200 1200 1200

1
2
00

1
2
00

1
2
00

田パネル

鋼製受圧板

防錆キャップ

角座金

1000

1
0
00

A-A断面図

(DP-Q500)

0.50×0.50サイズ(端部調整用)

　 STKR 100X40X2.3

　    L40X40X3

　    L40X40X3

　 STKR 100X40X2.3

　    SPHC 3.2t

43

43

2
00

1
00

2
00

5
00

200 100 200
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200 100 200

500

t40×1000×1000
t43×500×500

寸法規格

t40×1000×1000DP-R1000

130 7.5t43×500×500DP-Q500

須坂橋（上下線）　切土補強土工（その４）（参考図）

番

設

名

尺

面

大成エンジニアリング株式会社

の種類図

縮

会計 社名

事 務 所

号面図

施 会工 社名

図示

東日本高速道路株式会社　関東支社

長 野 工 事 事 務 所

上 信 越 自 動 車 道 

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

受圧板詳細図

須坂橋（上下線）

切土補強土工（その４）
（参考図）
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1.
注記)

2.

3.補強部分(既設面)は、WJによる表面処理を行うこと。

施工前に既設形状寸法を確認すること。
アンカー定着鉄筋の削孔にあたっては、既設構造物の

  鉄筋を切断しないように現在の配筋状態を事前に鉄筋
　による調査を実施し、確認すること。

4.         は、ガス圧接継手位置を示す。G

a部詳細図 S=1:15

RC巻立て

主鉄筋 D38

帯鉄筋 D22ctc100

129 121
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1
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c
tc
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2.0% 

既設コンクリート

柱天端

5

3
00

耐震補強用
コンクリート表面処理工

シール材
（30×30）

30

30

20

D

フレア溶接詳細図

D
22

10D=220

a

S

20

フレア溶接

S：ビードの幅；S = 0.5D = 11.0mm

a：のど厚；a = 0.39D - 3(10mm＜D≦22mm)

D：鉄筋径（呼び径）

S=1:12.5

= 5.6mm

22mm

260

番

設

名

尺

面

大成エンジニアリング株式会社

の種類図

縮

会計 社名

事 務 所

号面図

施 会工 社名

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

上 信 越 自 動 車 道 

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

図  示

須坂橋（上下線）　Ｐ１橋脚

ＲＣ巻立て配筋図（その１）

須坂橋（上下線）　Ｐ１橋脚　ＲＣ巻立て配筋図（その１） S=1:125 18 / 76
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1.
注記)

2.

3.補強部分(既設面)は、WJによる表面処理を行うこと。

施工前に既設形状寸法を確認すること。
アンカー定着鉄筋の削孔にあたっては、既設構造物の

  鉄筋を切断しないように現在の配筋状態を事前に鉄筋
　による調査を実施し、確認すること。

4.         は、ガス圧接継手位置を示す。G

a部詳細図 S=1:15
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設

名

尺

面

大成エンジニアリング株式会社

の種類図

縮

会計 社名

事 務 所

号面図

施 会工 社名

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

上 信 越 自 動 車 道 

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

図  示

須坂橋（上下線）　Ｐ２橋脚

ＲＣ巻立て配筋図（その１）

須坂橋（上下線）　Ｐ２橋脚　ＲＣ巻立て配筋図（その１） 22 / 76



23 / 76



24 / 76



16721 20 12547

1
00

1
1
00

B1

200 811 190 190 1660 900 960 190190 1460 1800 1800 1450 200 1300 1600 1000 1800 1200 1000 1547 200200

1961 20 4900 20 4500 20 5300 5900 5947

1961 20 4900 20 4500 20 5300 20 6240 6287

1621 4920 4520 4810 500 4900 500

B2 B2 B2 B1 B1 B1

1
03
.2

3
75

3
75

3
50

★

1000

★

上り線
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下り線

3
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1
1
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1
03
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3
75

3
75

3
50

K - 2K - 1 K - 3 K - 4 K - 5 K - 6

K - 2 製作数:1組

 52 - BN M10 x 30 (1-W,1-TW）

  2 - PL 60 x 9 x 622 (SM400A)

  2 - L 75 x 75 x 6 x 632

  1 - Ch.PL 602 x 3.2 x 4850 (SS400相当品）

  6 - FB 90 x 9 x 632

  2 - CH 100 x 50 x 5 x 7.5 x 4900

  5 - L 65 x 65 x 6 x 1258

  1 - PL 90 x 3.2 x 1754

  1 - PL 90 x 3.2 x 705

  1 - PIPE φ21.7 x 1.9 x 3050 (STK400)

  2 - PL 200 x 12 x 285 (SM400A)

  5 - U.BOLT 呼び32(C形)

 10 - WASH M10

 20 - BN M10 x 35 （2-W）

  3 - PL 200 x 12 x 315 (SM400A)

 20 - BN M16 x 45 （2-W）

 10 - U.BOLT 呼び15(C形)

 20 - WASH M10

  1 - PIPE φ21.7 x 1.9 x 4900 (STK400)

  1 - PL 90 x 3.2 x 805

  1 - PL 90 x 3.2 x 1053

K - 3 製作数:1組

 48 - BN M10 x 30 (1-W,1-TW）

  2 - PL 60 x 9 x 622 (SM400A)

  2 - L 75 x 75 x 6 x 632

  1 - Ch.PL 602 x 3.2 x 4450 (SS400相当品）

  6 - FB 90 x 9 x 632

  2 - CH 100 x 50 x 5 x 7.5 x 4500

  3 - L 65 x 65 x 6 x 1258

  1 - PL 90 x 3.2 x 1553

  1 - PL 90 x 3.2 x 2753

  1 - PIPE φ21.7 x 1.9 x 3900 (STK400)

  2 - PL 200 x 12 x 285 (SM400A)

  3 - U.BOLT 呼び32(C形)

  6 - WASH M10

 12 - BN M10 x 35 （2-W）

  1 - PL 200 x 12 x 315 (SM400A)

 12 - BN M16 x 45 （2-W）

  6 - U.BOLT 呼び15(C形)

 12 - WASH M10

  1 - PIPE φ21.7 x 1.9 x 4900 (STK400)

  1 - PIPE φ42.7 x 2.3 x 4500 (STK400)

K - 4 製作数:1組

 59 - BN M10 x 30 (1-W,1-TW）

  1 - PL 160 x 9 x 622 (SM400A)

  1 - L 75 x 75 x 6 x 632

  1 - Ch.PL 602 x 3.2 x 5255 (SS400相当品）

  7 - FB 90 x 9 x 632

  1 - CH 100 x 50 x 5 x 7.5 x 642

  4 - L 65 x 65 x 6 x 1258

  1 - PL 90 x 3.2 x 1753

  1 - PL 90 x 3.2 x 1605

  2 - PL 200 x 12 x 285 (SM400A)

  4 - U.BOLT 呼び32(C形)

  8 - WASH M10

 16 - BN M10 x 35 （2-W）

  2 - PL 200 x 12 x 315 (SM400A)

 16 - BN M16 x 45 （2-W）

  8 - U.BOLT 呼び15(C形)

 16 - WASH M10

  1 - PL 90 x 3.2 x 1493

  1 - PIPE φ42.7 x 2.3 x 5300 (STK400)

  2 - PIPE φ21.7 x 1.9 x 5300 (STK400)

  2 - CH 100 x 50 x 5 x 7.5 x 5300

K - 5 製作数:1組

 63 - BN M10 x 30 (1-W,1-TW）

  2 - PL 160 x 9 x 622 (SM400A)

  1 - CH 125 x 65 x 6 x 8 x 642

  1 - Ch.PL 602 x 3.2 x 5840 (SS400相当品）

  8 - FB 90 x 9 x 632

  1 - CH 100 x 50 x 5 x 7.5 x 642

  5 - L 65 x 65 x 6 x 1258

  1 - PL 90 x 3.2 x 1403

  1 - PL 90 x 3.2 x 1405

  2 - PL 200 x 12 x 285 (SM400A)

  5 - U.BOLT 呼び32(C形)

 10 - WASH M10

 20 - BN M10 x 35 （2-W）

  3 - PL 200 x 12 x 315 (SM400A)

 20 - BN M16 x 45 （2-W）

 10 - U.BOLT 呼び15(C形)

 20 - WASH M10

  1 - PL 90 x 3.2 x 805

  1 - PIPE φ42.7 x 2.3 x 6240 (STK400)

  2 - PIPE φ21.7 x 1.9 x 3400 (STK400)

  2 - CH 100 x 50 x 5 x 7.5 x 5900

  1 - PL 90 x 3.2 x 1703

  1 - PL 60 x 9 x 622 (SM400A)

  1 - PIPE φ42.7 x 2.3 x 4900 (STK400)

1050 1660190

K - 1 製作数:1組

 23 - BN M10 x 30 (1-W,1-TW）

  1 - PL 160 x 9 x 622 (SM400A)

  1 - PL  60 x 9 x 622 (SM400A)

  1 - L 75 x 75 x 6 x 632

  1 - Ch.PL 602 x 3.2 x 1916 (SS400相当品）

  3 - FB 90 x 9 x 632

  1 - CH 100 x 50 x 5 x 7.5 x 1961

  1 - PIPE φ42.7 x 2.3 x 1961 (STK400)

  5 - L 65 x 65 x 6 x 1258

  4 - PL 200 x 12 x 285 (SM400A)

  5 - U.BOLT 呼び32(C形)

 10 - WASH M10

 20 - BN M10 x 35 （2-W）

  1 - PL 200 x 12 x 315 (SM400A)

 20 - BN M16 x 45 （2-W）

  1 - PL 90 x 3.2 x 632

  1 - PL 90 x 3.2 x 914

  2 - PIPE φ21.7 x 1.9 x 1961 (STK400)

  1 - PIPE φ42.7 x 2.3 x 592 (STK400)

  2 - PIPE φ21.7 x 1.9 x 592 (STK400)

 10 - U.BOLT 呼び15(C形)

 20 - WASH M10

  1 - CH 100 x 50 x 5 x 7.5 x 642

350

760

2
5
00

★ ★

★ ★

★

★

★

★

20

500 700 4947

1600 200 200

B1B1

新設昇降梯子

T-1

新設ステップ 1

3050 500 1350 6003900 3400 500 2340 2640 500 3147

★★

  1 - PL 90 x 3.2 x 852

  1 - PIPE φ21.7 x 1.9 x 1350 (STK400)   2 - PIPE φ21.7 x 1.9 x 2340 (STK400)

K - 6 製作数:1組

 63 - BN M10 x 30 (1-W,1-TW）

  2 - PL 160 x 9 x 622 (SM400A)

  1 - CH 125 x 65 x 6 x 8 x 642

  1 - Ch.PL 602 x 3.2 x 5907 (SS400相当品）

  8 - FB 90 x 9 x 632

  1 - CH 100 x 50 x 5 x 7.5 x 642

  7 - L 65 x 65 x 6 x 1258

  1 - PL 90 x 3.2 x 1902

  1 - PL 90 x 3.2 x 1005

  4 - PL 200 x 12 x 285 (SM400A)

  7 - U.BOLT 呼び32(C形)

 14 - WASH M10

 28 - BN M10 x 35 （2-W）

  3 - PL 200 x 12 x 315 (SM400A)

 28 - BN M16 x 45 （2-W）

 14 - U.BOLT 呼び15(C形)

 28 - WASH M10

  1 - PL 90 x 3.2 x 805

  1 - PIPE φ42.7 x 2.3 x 6287 (STK400)

  1 - PIPE φ42.7 x 2.3 x 592 (STK400)

  2 - CH 100 x 50 x 5 x 7.5 x 5947

  1 - PL 90 x 3.2 x 1650

  2 - PIPE φ21.7 x 1.9 x 2640 (STK400)

  2 - PIPE φ21.7 x 1.9 x 3147 (STK400)

  2 - PIPE φ21.7 x 1.9 x 592 (STK400)

  1 - PL 90 x 3.2 x 632

新設ステップ 1 製作数:4組

  2 -BEND PL 90x6x200

  2 -スリーブ打込み式アンカー M16x120

  1 -RB φ22x430

500 500

番

設

名

尺

面

大成エンジニアリング株式会社

の種類図

縮

会計 社名

事 務 所

号面図

施 会工 社名

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

上 信 越 自 動 車 道 

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

1:125

須坂橋（上下線）　Ａ１橋台

検査路Ｂ 詳細図（その１）

須坂橋（上下線）　Ａ１橋台　検査路Ｂ　詳細図（その１） S=1:125

　　5.★印は、手摺抜け落ち防止加工を示す。

　　6.各部材は、実測結果を確認の上製作すること。

　　7.床材の縞鋼板には、直径10mmの排水孔

　　 を約１ｍ間隔で1箇所設けること。

    1.特記なき材質は、全てSS400とする。

　　2.工場製作は現場実測確認のうえ行うものとする。

　　3.ナットは全て緩み止めナットを使用すること。

　　4.鋼材は溶融亜鉛めっき仕上げとし、

　    膜厚は、JIS H0401 HDZT77とする。 

      但し、板厚3.2mm未満の部材および

注記）

  ボルト・ナット類はJIS H0401 HDZT49とする。
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1:125

　　5.★印は、手摺抜け落ち防止加工を示す。

　　6.各部材は、実測結果を確認の上製作すること。

　　7.床材の縞鋼板には、直径10mmの排水孔

　　 を約１ｍ間隔で1箇所設けること。

    1.特記なき材質は、全てSS400とする。

　　2.工場製作は現場実測確認のうえ行うものとする。

　　3.ナットは全て緩み止めナットを使用すること。

　　4.鋼材は溶融亜鉛めっき仕上げとし、

　    膜厚は、JIS H0401 HDZT77とする。 

      但し、板厚3.2mm未満の部材および

注記）

  ボルト・ナット類はJIS H0401 HDZT49とする。

須坂橋（上下線）　Ａ１橋台

検査路Ｂ 詳細図（その２）
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図  示

S=1:25須坂橋（上下線）　Ａ１橋台　検査路Ｂ　詳細図（その３）

　　5.各部材は、実測結果を確認の上製作すること。

　　6.床材の縞鋼板には、直径10mmの排水孔

　　 を約１ｍ間隔で1箇所設けること。

    1.特記なき材質は、全てSS400とする。

　　2.工場製作は現場実測確認のうえ行うものとする。

　　3.ナットは全て緩み止めナットを使用すること。

　　4.鋼材は溶融亜鉛めっき仕上げとし、

　    膜厚は、JIS H0401 HDZT77とする。 

      但し、板厚3.2mm未満の部材および

注記）

  ボルト・ナット類はJIS H0401 HDZT49とする。

須坂橋（上下線）　Ａ１橋台

検査路Ｂ 詳細図（その３）
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東日本高速道路株式会社　関東支社

上 信 越 自 動 車 道 

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

図  示

S=1:25須坂橋（上下線）　Ａ１橋台　検査路Ｂ　詳細図（その４）

　　5.各部材は、実測結果を確認の上製作すること。

　　6.床材の縞鋼板には、直径10mmの排水孔

　　 を約１ｍ間隔で1箇所設けること。

    1.特記なき材質は、全てSS400とする。

　　2.工場製作は現場実測確認のうえ行うものとする。

　　3.ナットは全て緩み止めナットを使用すること。

　　4.鋼材は溶融亜鉛めっき仕上げとし、

　    膜厚は、JIS H0401 HDZT77とする。 

      但し、板厚3.2mm未満の部材および

注記）

  ボルト・ナット類はJIS H0401 HDZT49とする。

須坂橋（上下線）　Ａ１橋台

検査路Ｂ 詳細図（その４）
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  2 - PL 200 x 12 x 285 (SM400A)
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新設昇降梯子
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 16 - BN M10 x 35 （2-W）
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　　5.★印は、手摺抜け落ち防止加工を示す。

　　6.各部材は、実測結果を確認の上製作すること。

　　7.床材の縞鋼板には、直径10mmの排水孔

　　 を約１ｍ間隔で1箇所設けること。

    1.特記なき材質は、全てSS400とする。

　　2.工場製作は現場実測確認のうえ行うものとする。

　　3.ナットは全て緩み止めナットを使用すること。

　　4.鋼材は溶融亜鉛めっき仕上げとし、

　    膜厚は、JIS H0401 HDZT77とする。 

      但し、板厚3.2mm未満の部材および

注記）

  ボルト・ナット類はJIS H0401 HDZT49とする。
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大成エンジニアリング株式会社

の種類図

縮

会計 社名

事 務 所

号面図

施 会工 社名

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

上 信 越 自 動 車 道 

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

1:125

須坂橋（上下線）　Ａ２橋台　検査路Ｂ　詳細図（その１） S=1:125

須坂橋（上下線）　Ａ２橋台

検査路Ｂ　詳細図（その１） 
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　　5.★印は、手摺抜け落ち防止加工を示す。

　　6.各部材は、実測結果を確認の上製作すること。

　　7.床材の縞鋼板には、直径10mmの排水孔

　　 を約１ｍ間隔で1箇所設けること。

    1.特記なき材質は、全てSS400とする。

　　2.工場製作は現場実測確認のうえ行うものとする。

　　3.ナットは全て緩み止めナットを使用すること。

　　4.鋼材は溶融亜鉛めっき仕上げとし、

　    膜厚は、JIS H0401 HDZT77とする。 

      但し、板厚3.2mm未満の部材および

注記）

  ボルト・ナット類はJIS H0401 HDZT49とする。

番

設

名

尺

面

大成エンジニアリング株式会社

の種類図

縮

会計 社名

事 務 所

号面図

施 会工 社名

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

上 信 越 自 動 車 道 

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

1:125

S=1:125須坂橋（上下線）　Ａ２橋台　検査路Ｂ　詳細図（その２）

須坂橋（上下線）　Ａ２橋台

検査路Ｂ　詳細図（その２） 
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　　5.各部材は、実測結果を確認の上製作すること。

　　6.床材の縞鋼板には、直径10mmの排水孔

　　 を約１ｍ間隔で1箇所設けること。

    1.特記なき材質は、全てSS400とする。

　　2.工場製作は現場実測確認のうえ行うものとする。

　　3.ナットは全て緩み止めナットを使用すること。

　　4.鋼材は溶融亜鉛めっき仕上げとし、

　    膜厚は、JIS H0401 HDZT77とする。 

      但し、板厚3.2mm未満の部材および

注記）

  ボルト・ナット類はJIS H0401 HDZT49とする。
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面

大成エンジニアリング株式会社

の種類図

縮

会計 社名

事 務 所

号面図

施 会工 社名

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

上 信 越 自 動 車 道 

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

図  示

S=1:25須坂橋（上下線）　Ａ２橋台　検査路Ｂ　詳細図（その３）

須坂橋（上下線）　Ａ２橋台

検査路Ｂ　詳細図（その３） 
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　　5.各部材は、実測結果を確認の上製作すること。

　　6.床材の縞鋼板には、直径10mmの排水孔

　　 を約１ｍ間隔で1箇所設けること。

    1.特記なき材質は、全てSS400とする。

　　2.工場製作は現場実測確認のうえ行うものとする。

　　3.ナットは全て緩み止めナットを使用すること。

　　4.鋼材は溶融亜鉛めっき仕上げとし、

　    膜厚は、JIS H0401 HDZT77とする。 

      但し、板厚3.2mm未満の部材および

注記）

  ボルト・ナット類はJIS H0401 HDZT49とする。
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大成エンジニアリング株式会社

の種類図

縮

会計 社名

事 務 所

号面図

施 会工 社名

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

上 信 越 自 動 車 道 

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

図  示

S=1:25須坂橋（上下線）　Ａ２橋台　検査路Ｂ　詳細図（その４）

須坂橋（上下線）　Ａ２橋台

検査路Ｂ　詳細図（その４） 
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S=1:75

　2.既設構造物への削孔の際には、鉄筋探査等を実施

　3.アンカーボルトの定着は、既設構造物より15D

    し既設鉄筋を切断しないよう注意すること。必要

　  (D:アンカー径)以上確保すること。

    に応じて、削孔位置、アンカー位置を調整し部材

    の製作に反映すること。
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緩衝機能付きチェーン　全2本

アンカーボルト D32(SD345)

埋込み長=480mm
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注記）

　1.既設構造物の形状を現地計測の上、必要に応じて、

    施工内容を精査すること。

死荷重反力

設計水平力

設計遊間量

１本当たりの引張力

1000 ｋN

1500 ｋN

500 ｍｍ

766 ｋN

落橋防止構造C1-O1

C1-O1

落橋防止構造C1-O1

番

設

名

尺

面

大成エンジニアリング株式会社

の種類図

縮

会計 社名

事 務 所

号面図

施 会工 社名

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

上 信 越 自 動 車 道 

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

1:75

須坂橋（上り線）　Ａ１橋台

須坂橋（上り線）　Ａ１橋台　落橋防止構造Ｃ１―Ｏ１　構造詳細図（その１）

構造詳細図（その１）
落橋防止構造Ｃ１―Ｏ１
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S=1:25

注記）

1.特記なき材質は全てSM490Aとする。

2.特記なきスカーラップは全てR50とする。

6.FP表記の開先溶接の箇所は、完全溶け込み溶接を

4.部材は、全て溶融亜鉛めっき仕上げとする。

　用いる。

　膜厚は、JIS H0401 HDZT77とする。

　ただし、ボルト・ナット類はHDZT49とする。

3.工場製作は現場計測の上、最終決定のこと。

5.既設コンクリートへの削孔の際には、鉄筋探査を

　実施し、既設鉄筋は切断しないこと。

　また、既設鉄筋と干涉した場合は、断面照査の上に、

　アンカーボルト位置の調整を行うこと。
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M27ネジ切り加工

ネジ切り長 L=140

1-1種 Nut  M27用 (SS400)

1-3種 Nut  M27用 (SS400)

1-Anc Bolt D29x575(SD345)

1-WASHER M27用 (SS400)

 材料：(1本当り)

ワッシャー(M27用)

3種ナット(M27用)

1種ナット(M27用)
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D29

φ39削孔径

アンカー径
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ー

ボ
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ト
長
5
75

調整モルタル 

エポキシ樹脂注入

※アンカーボルトはネジ切り部のみ溶融亜鉛めっきを施すものとする。

S=1:12.5上部工アンカーボルト詳細図
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ブラケット1基当り(製作数: 2基)

4-RIB PL 180x22x418

2-RING PL φ260x22

1-TOP PL 375x25x1110

1-BASE PL 1150x25x900

10-1種 Nut  M27用 (SS400)

10-3種 Nut  M27用 (SS400)

10-Anc Bolt D29x575(SD345)

10-WASHER M27用 (SS400)

10-φ39孔
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3 2

4 - 4
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33 47

上部工ブラケット

ＴＹＰＥ－１、２

緩衝機能付きチェーン詳細図（参考図）
設計荷重 825kN/本

S=1:25

番

設

名

尺

面

大成エンジニアリング株式会社

の種類図

縮

会計 社名

事 務 所

号面図

施 会工 社名

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

上 信 越 自 動 車 道 

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

図  示

須坂橋（上り線）　Ａ１橋台　落橋防止構造Ｃ１―Ｏ１　構造詳細図（その２）

須坂橋（上り線）　Ａ１橋台

構造詳細図（その２）
落橋防止構造Ｃ１―Ｏ１
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S=1:25

下部工ブラケット

注記）

1.特記なき材質は全てSM490Aとする。

2.特記なきスカーラップは全てR50とする。

6.FP表記の開先溶接の箇所は、完全溶け込み溶接を

4.部材は、全て溶融亜鉛めっき仕上げとする。

　用いる。

　膜厚は、JIS H0401 HDZT77とする。

　ただし、ボルト・ナット類はHDZT49とする。

3.工場製作は現場計測の上、最終決定のこと。

5.既設コンクリートへの削孔の際には、鉄筋探査を

　実施し、既設鉄筋は切断しないこと。

　また、既設鉄筋と干涉した場合は、断面照査の上に、

　アンカーボルト位置の調整を行うこと。
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M30ネジ切り加工

ネジ切り長 L=100

エポキシ樹脂注入

アンカーボルト長580

樹脂パテ材
(t=5mm)

下部工アンカーボルト詳細図

1-NUT M30(1種)(SS400)

1-ANC Bolt D32x580(SD345)

1-NUT M30(3種)(SS400)

1-平座金 M30(SS400)

 材料：(1本当り)

S=1:12.5
ブラケット1基当り(製作数: 1基)

1-BASE PL 450x25x750

1-TOP PL 375x22x710

2-RIB PL 160x22x193

6-Anc Bolt D32x580(SD345)

2-RIB PL 160x22x200

6-1種 Nut  M30用 (SS400)

6-3種 Nut  M30用 (SS400)
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ブラケット1基当り(製作数: 1基)

1-BASE PL 450x25x750

1-TOP PL 375x22x710

2-RIB PL 160x22x193

6-Anc Bolt D32x580(SD345)

2-RIB PL 160x22x200

6-1種 Nut  M30用 (SS400)

6-3種 Nut  M30用 (SS400)

2-RING PL φ260x22

6-WASHER M30用 (SS400)
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※アンカーボルトはネジ切り部のみ溶融亜鉛めっきを施すものとする。

シール材詳細図 S＝1:4
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設

名

尺

面

大成エンジニアリング株式会社

の種類図

縮

会計 社名

事 務 所

号面図

施 会工 社名

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

上 信 越 自 動 車 道

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

図  示

須坂橋（上り線）　Ａ１橋台　落橋防止構造Ｃ１―Ｏ１　構造詳細図（その３）

須坂橋（上り線）　Ａ１橋台

構造詳細図（その３）
落橋防止構造Ｃ１―Ｏ１
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　2.既設構造物への削孔の際には、鉄筋探査等を実施

　3.アンカーボルトの定着は、既設構造物より15D

    し既設鉄筋を切断しないよう注意すること。必要

　  (D:アンカー径)以上確保すること。

    に応じて、削孔位置、アンカー位置を調整し部材

    の製作に反映すること。

S=1:75
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t=5mm

アンカーボルト D29(SD345)

埋込み長=435mm
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落橋防止構造

平面図

TYPE-1
落橋防止構造C1-O2

TYPE-2
アンカーバー

注記）

　1.既設構造物の形状を現地計測の上、必要に応じて、

    施工内容を精査すること。

死荷重反力

設計水平力

設計遊間量

１本当たりの引張力

1000 ｋN

1500 ｋN

500 ｍｍ

766 ｋN

7
357
35

落橋防止構造C1-O2

C1-O2

全周にシール材

番

設

名

尺

面

大成エンジニアリング株式会社

の種類図

縮

会計 社名

事 務 所

号面図

施 会工 社名

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

上 信 越 自 動 車 道 

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

1:75

須坂橋（上り線）　Ａ２橋台

須坂橋（上り線）　Ａ２橋台　落橋防止構造Ｃ１―Ｏ２　構造詳細図（その１）

構造詳細図（その１）
落橋防止構造Ｃ１―Ｏ２
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S=1:25

注記）

1.特記なき材質は全てSM490Aとする。

2.特記なきスカーラップは全てR50とする。

6.FP表記の開先溶接の箇所は、完全溶け込み溶接を

4.部材は、全て溶融亜鉛めっき仕上げとする。

　用いる。

　膜厚は、JIS H0401 HDZT77とする。

　ただし、ボルト・ナット類はHDZT49とする。

3.工場製作は現場計測の上、最終決定のこと。

5.既設コンクリートへの削孔の際には、鉄筋探査を

　実施し、既設鉄筋は切断しないこと。

　また、既設鉄筋と干涉した場合は、断面照査の上に、

　アンカーボルト位置の調整を行うこと。

上部工ブラケット

ＴＹＰＥ－１、２ 緩衝機能付きチェーン詳細図（参考図）
設計荷重 825kN/本

S=1:25
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ブラケット1基当り(製作数: 2基)

4-RIB PL 180x22x418

2-RING PL φ260x22

1-TOP PL 375x25x1110

1-BASE PL 1150x25x900

10-1種 Nut  M27用 (SS400)

10-3種 Nut  M27用 (SS400)

10-Anc Bolt D29x575(SD345)

10-WASHER M27用 (SS400)

10-φ39孔
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43

M27
M27ネジ切り加工

ネジ切り長 L=140

1-1種 Nut  M27用 (SS400)

1-3種 Nut  M27用 (SS400)

1-Anc Bolt D29x575(SD345)

1-WASHER M27用 (SS400)

 材料：(1本当り)

ワッシャー(M27用)

3種ナット(M27用)

1種ナット(M27用)

10

D29

φ39削孔径

アンカー径

ア
ン

カ
ー

ボ
ル

ト
長
5
75

調整モルタル 

エポキシ樹脂注入

※アンカーボルトはネジ切り部のみ溶融亜鉛めっきを施すものとする。

S=1:12.5上部工アンカーボルト詳細図

番

設

名

尺

面

大成エンジニアリング株式会社

の種類図

縮

会計 社名

事 務 所

号面図

施 会工 社名

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

上 信 越 自 動 車 道 

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

図  示

須坂橋（上り線）　Ａ２橋台　落橋防止構造Ｃ１―Ｏ２　構造詳細図（その２）

須坂橋（上り線）　Ａ２橋台

構造詳細図（その２）
落橋防止構造Ｃ１―Ｏ２
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S=1:25

注記）

1.特記なき材質は全てSM490Aとする。

2.特記なきスカーラップは全てR50とする。

6.FP表記の開先溶接の箇所は、完全溶け込み溶接を

4.部材は、全て溶融亜鉛めっき仕上げとする。

　用いる。

　膜厚は、JIS H0401 HDZT77とする。

　ただし、ボルト・ナット類はHDZT49とする。

3.工場製作は現場計測の上、最終決定のこと。

5.既設コンクリートへの削孔の際には、鉄筋探査を

　実施し、既設鉄筋は切断しないこと。

　また、既設鉄筋と干涉した場合は、断面照査の上に、

　アンカーボルト位置の調整を行うこと。

下部工ブラケット

ＴＹＰＥ－１ ＴＹＰＥ－２

削孔長490

定着長480
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5 25
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孔
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ー
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M
30

M30 ワッシャー

M30 3種ナット

M30 1種ナット

M30ネジ切り加工

ネジ切り長 L=100

エポキシ樹脂注入

アンカーボルト長580

樹脂パテ材
(t=5mm)

下部工アンカーボルト詳細図

1-NUT M30(1種)(SS400)

1-ANC Bolt D32x580(SD345)

1-NUT M30(3種)(SS400)

1-平座金 M30(SS400)

 材料：(1本当り)

S=1:12.5
ブラケット1基当り(製作数: 1基)

1-BASE PL 450x25x750

1-TOP PL 375x22x710

2-RIB PL 160x22x193

6-Anc Bolt D32x580(SD345)

2-RIB PL 160x22x200

6-1種 Nut  M30用 (SS400)

6-3種 Nut  M30用 (SS400)

2-RING PL φ260x22

6-WASHER M30用 (SS400)

225 225

20 192.5 25 192.5 20

450
2
00

3
50

2
00

7
50

3
75

3
75

22
22

3
00

3
00

75
75

F.P 50

20
7
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7
50

3
55

3
55

R14
5

∅260

∅64

525375

230145

樹脂パテ材 t=5mm

1

1
45

2
30

825
2222

225 225

450

25
5

87°

20200.125184.920

2020

450

20192.525192.520

1
60

25
5

4 - 4

3 - 3

2 - 21 - 1

2

2

4

3

225 225

20 192.5 25 192.5 20

450

2
00

3
50

2
00

7
50

3
75

3
75

22
22

2
65

3
35

75
75

F.P 50

20
7
10

20

7
50

3
55

3
55

R14
5

∅260

∅64

525375

230145

樹脂パテ材 t=5mm

5 5

1
45

2
30

825
2222

225 225

450

25
5

87°

20200.125184.920

2020

450

20192.525192.520

1
60

25
5

8 - 8

7 - 7

6 - 65 - 5

6

6

8 8

7 7

1

4

3

ブラケット1基当り(製作数: 1基)

1-BASE PL 450x25x750

1-TOP PL 375x22x710

2-RIB PL 160x22x193

6-Anc Bolt D32x580(SD345)

2-RIB PL 160x22x200

6-1種 Nut  M30用 (SS400)

6-3種 Nut  M30用 (SS400)

2-RING PL φ260x22

6-WASHER M30用 (SS400)

シール材

(ブラケット全周)
シール材

(ブラケット全周)
6-φ42孔 6-φ36孔

300 7575 300 7575

2
00

3
50

2
00

22
22

7
50

2
00

3
50

2
00

22
22

7
50

F.P

F.P

F.P

F.P

※アンカーボルトはネジ切り部のみ溶融亜鉛めっきを施すものとする。

シール材詳細図 S＝1:4

20

20

シール材

調整モルタル ベースプレート

番

設

名

尺

面

大成エンジニアリング株式会社

の種類図

縮

会計 社名

事 務 所

号面図

施 会工 社名

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

上 信 越 自 動 車 道 

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

図  示

須坂橋（上り線）　Ａ２橋台　落橋防止構造Ｃ１―Ｏ２　構造詳細図（その３）

須坂橋（上り線）　Ａ２橋台

構造詳細図（その３）
落橋防止構造Ｃ１―Ｏ２
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1095

110 2413

28

5

6
50

1
0°

0'0"
1770

アンカーボルト D35(SD345)

落橋防止構造P1-O1

全2本

S=1:75

正面図

570057505271

16721

平面図

側面図

A1橋台
P1橋脚

3
50

落橋防止構造

570057505271

A
1
橋
台

P
1
橋
脚

16721

落橋防止構造

2
41
3

2

2

1 1

1 - 1
2 - 2

9
00

5
28

1
10

2180

アンカーボルト D29(SD345)

埋込み長=435mm

不陸調整樹脂パテ材
t=5mm

全周にシール材 20x20

1
77
0

1
09
5

2
41
3

1
77
0

1
09
5

500 900500

1
12

1
0
50

6
50

6
50

注記）

　1.既設構造物の形状を現地計測の上、必要に応じて、

　2.既設構造物への削孔の際には、鉄筋探査等を実施

　3.アンカーボルトの定着は、既設構造物より15D

    し既設鉄筋を切断しないよう注意すること。必要

　  (D:アンカー径)以上確保すること。

    施工内容を精査すること。

    に応じて、削孔位置、アンカー位置を調整し部材

    の製作に反映すること。

87°
0'0"

87°
0'0"

死荷重反力

設計水平力

設計遊間量

１本当たりの引張力

1400 ｋN

2100 ｋN

500 ｍｍ

1067 ｋN

全周にシール材 20x20

TYPE-2 TYPE-1

埋込み長=525mm

P1-O1

P1-O1

番

設

名

尺

面

大成エンジニアリング株式会社

の種類図

縮

会計 社名

事 務 所

号面図

施 会工 社名

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

上 信 越 自 動 車 道 

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

1:75

須坂橋（下り線）　Ａ１橋台

須坂橋（下り線）　Ａ１橋台　落橋防止構造Ｐ１―Ｏ１　構造詳細図（その１）

構造詳細図（その１）
落橋防止構造Ｐ１―Ｏ１

39 / 76



S=1:25

ブラケット1基当り(製作数: 2基)

4 - 4

上部工ブラケット

側 面 図

2 - 2 5 - 5

F.P区間

3
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22
3
08

2269 69
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22 250

139010
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70

7FP

1-PL 870x22x535

1-PL 900x36x1770

1-PL 160x22x210

1-PL 210x22x1390

2-PL  65x22x210

2-PL 308x22x748

2-PL 772x22x1400

2-PL 250x22x521

16-1種 Nut  M27用 (SS400)

16-3種 Nut  M27用 (SS400)

16-Anc Bolt D29x540(SD345)

16-WASHER M27用 (SS400)

7
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5
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3
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16-φ39孔

樹脂パテ材 t=5mm

7015024025025025025025060
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樹脂パテ材 t=5mm
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308308
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1
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2
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7
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7
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4
29
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7
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7

15C溶接後埋め戻し
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2
02

5
56
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15 15

FP
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1

FP

∅8
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2
12

3
19

10
5
21

36
5

174 22 478 22 174

900

15 870 15

3 - 3

S=1:12.5上部工アンカーボルト詳細図

9
00

注記）

1.特記なき材質は全てSM400Aとする。

2.特記なきスカーラップは全てR50とする。

6.FP表記の開先溶接の箇所は、完全溶け込み溶接を

4.部材は、全て溶融亜鉛めっき仕上げとする。

　用いる。

　膜厚は、JIS H0401 HDZT77とする。

　ただし、ボルト・ナット類はHDZT49とする。

3.工場製作は現場計測の上、最終決定のこと。

5.既設コンクリートへの削孔の際には、鉄筋探査を

　実施し、既設鉄筋は切断しないこと。

　また、既設鉄筋と干涉した場合は、断面照査の上に、

　アンカーボルト位置の調整を行うこと。

シール材詳細図 S＝1:4

20

20

シール材

ベースプレート

不陸調整

シール材

(ブラケット全周)

5
36

定
着

長
4
35

2
1
.5

1
05

削
孔

長
4
45

4
2
.5

M27
M27ネジ切り加工

ネジ切り長 L=105

1-1種 Nut  M27用 (SS400)

1-3種 Nut  M27用 (SS400)

1-Anc Bolt D29x540(SD345)

1-WASHER M27用 (SS400)

 材料：(1本当り)

ワッシャー(M27用)

3種ナット(M27用)

1種ナット(M27用)

10

D29

φ39削孔径

アンカー径

ア
ン

カ
ー

ボ
ル

ト
長
5
40

樹脂パテ材
(t=5mm)

エポキシ樹脂注入

※アンカーボルトはネジ切り部のみ溶融亜鉛めっきを施すものとする。

80
°
0'
0"

番

設

名

尺

面

大成エンジニアリング株式会社

の種類図

縮

会計 社名

事 務 所

号面図

施 会工 社名

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

上 信 越 自 動 車 道 

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

図  示

須坂橋（下り線）　Ａ１橋台　落橋防止構造Ｐ１―Ｏ１　構造詳細図（その２）

須坂橋（下り線）　Ａ１橋台

構造詳細図（その２）
落橋防止構造Ｐ１―Ｏ１
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S=1:25
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ブラケット1基当り(製作数: 2基)

2
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4 4

4 - 4

2-PL 215x12x271

2-PL 270x22x680

2-PL 120x28x218

6-Anc Bolt D35x635(SD345)

1-PL 740x28x710

6-1種 Nut  M33用 (SS400)

6-3種 Nut  M33用 (SS400)
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6
80

15

2
18

28
2
18

28
2
18

FP

215

35

28 270

50

110 160
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20

2 - 2

28 270

50

110 160

シール材

(ブラケット全周)

4-PL 120x28x224

6-WASHER M33用 (SS400)

6-φ45孔

下部工ブラケット

710

218 28 218 28 218

15 203 203 15

TYPE-1

100 510 100

1

1

7
40

2
39

22
2
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22
2
39

15
2
24

2
24

15

90
2
50

2
50

1
50

シール材

(ブラケット全周)

6-φ39孔

710

218 28 218 28 218

15 203 203 15

TYPE-2

100 510 100

1

1

1-1種 Nut  M33用 (SS400)

1-3種 Nut  M33用 (SS400)

1-Anc Bolt D35x635(SD345)

1-WASHER M33用 (SS400)

 材料：(1本当り)

下部工アンカーボルト詳細図 S=1:12.5

注記）

1.特記なき材質は全てSM400Aとする。

2.特記なきスカーラップは全てR50とする。

6.FP表記の開先溶接の箇所は、完全溶け込み溶接を

4.部材は、全て溶融亜鉛めっき仕上げとする。

　用いる。

　膜厚は、JIS H0401 HDZT77とする。

　ただし、ボルト・ナット類はHDZT49とする。

3.工場製作は現場計測の上、最終決定のこと。

5.既設コンクリートへの削孔の際には、鉄筋探査を

　実施し、既設鉄筋は切断しないこと。

　また、既設鉄筋と干涉した場合は、断面照査の上に、

　アンカーボルト位置の調整を行うこと。

1
50

※アンカーボルトはネジ切り部のみ溶融亜鉛めっきを施すものとする。

シール材詳細図 S＝1:4

20

20

シール材

不陸調整 ベースプレート

M
33

M33ネジ切り加工

ネジ切り長 L=110樹脂パテ材
(t=5mm)

φ
45

D
35

削
孔
径

ア
ン

カ
ー
径

ワッシャー(M33用)

3種ナット(M33用)

1種ナット(M33用)

削孔長535

定着長525

110

5 28 52 2510

エポキシ樹脂注入

アンカーボルト長635

FP FP

番

設

名

尺

面

大成エンジニアリング株式会社

の種類図

縮

会計 社名

事 務 所

号面図

施 会工 社名

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

上 信 越 自 動 車 道 

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

図  示

須坂橋（下り線）　Ａ１橋台　落橋防止構造Ｐ１―Ｏ１　構造詳細図（その３）

須坂橋（下り線）　Ａ１橋台

構造詳細図（その３）
落橋防止構造Ｐ１―Ｏ１
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1.連結ケーブルの製作は、現場にて取付間

注記)

　距離を確認のうえ、おこなうこと。

取付詳細図

連結ケーブル A-A断面図 S=1:5 ナット
(S45C:亜鉛めっき)

止めプレート
(SS400相当品:亜鉛めっき)

スプリング
(SW-C:亜鉛めっき,クロメート処理)

異型緩衝具
(支圧板+緩衝パッキン)

偏 向 具
(ポリエチレン)

保護キャップ
(ポリエチレン)

マンション端部処理

※取付前に保護チューブをはぎ取る。
　取付後はマンション先端ねじ部に
　防錆処理をおこなうこと。

保護チューブはぎ取り

100

560

2740

60192501283

下部工側 上部工側

連結ケーブル(F130TDU)

1040

連結ケーブル全長　L=2740

250

440

68

250

440600

亜鉛めっき仕様
(7xφ12.7)

被覆材
(ポリエチレン樹脂)

保護チューブ
(t=2)

ガイドパイプ
(ポリエチレン)

保護チューブ
(t=2)

マンション
(SCM435;溶射処理)

マンション
(SCM435;溶射処理)

38.1

48.1

防錆油

(ポリエチレン樹脂)

亜鉛めっき仕様
(7xφ12.7)

被覆材

A

A

6097

1
12

六角穴付止めねじ
(M10)

140 19

75 93 1
40

10

230 28 50

75 1
82 2
30

10

支圧板(SS400相当品:亜鉛めっき)

緩衝パッキン(合成ゴム)

160 208

1
60 2
08

90

8-M16(深さ25)
(インサート)

分割位置

15C

外ねじ加工

φ
76

2
70

組立て全長　L=640

490

200

5050

200

252550 25

取付部キャップ部

ビス止め位置

ビス受け孔(組立高さ段階調整用)

内ねじ加工

スプリング

止めプレート

マンション

保護キャップ

偏向具 異型緩衝具

ナット

182 264

100

エンドピン

フォークエンド

ワッシャー

ブラケットピン

アイバー

止めナット

マンション

(製作長)
400

90 1
80

φ10

50

ブラケットピン
(SCM435:DMコート)

77 286 77

440

78

止めナット
(S45C:亜鉛めっき)

115 63

1
32
.8

351

2
14

62 182 107

1
24 44

∅67

∅80

アイバー
(S45C:亜鉛めっき)

365

101 131 133

1
68

365

∅6
7

フォークエンド
(S45C:亜鉛めっき)

1
0068

30

48
28

1
04

28

1
0068

ワッシャー
(SS400:亜鉛めっき)

135 10

82 1-M10

六角穴付止めねじ
(M10)

75

19108

エンドピン

19

75

止めプレート
(SS400:亜鉛めっき)

65

2-M10
(六角穴付ボルト)

(ピン+止めプレート)

(SCM435:DMコート)
ピン

PC鋼より線

PC鋼より線

本連結ケーブル

材 料 表（落橋防止構造1本当たり）

PC鋼より線,ポリエチレン被覆1

単位 数量 摘　　　　　要規　　　　格名　　　称

SCM435,ネジきり標準　<ケーブルに組込>個 2

本 1 ポリエチレン　<ケーブルに組込>

F130TDU L=2740mm

F130TD用 標準

F130TD用 600mm

全2h本

F130TDU用

F130TDU用

F130TDU用

F130TDU用

F130TDU用

F130TDU用

S45C;亜鉛めっき(HDZ55)F130TD用 1ナット

止めプレート

スプリング

異型緩衝具

偏向具

保護キャップ

F130TD用

F130TD用 L=400

F130TD用

F130TD用

F130TD用

個

個

個

個

個

組

1

1

1

1

1

SS400;亜鉛めっき(HDZ55)

SW-C;亜鉛めっき,クロメート処理

ポリエチレン

ポリエチレン;8-止めビス付

SS400;亜鉛めっき(HDZ55) + 合成ゴム

M16x50 1W付 本 8 SS400相当品;亜鉛めっき(HDZ35) 接着剤付(取付ボルト)

(マンション)

(ガイドパイプ)

ブラケットピン

アイバー

フォークエンド

止めナット

個

本

個

個

エンドピン 本

SCM435,ダクロダイズド処理,DMコート

S45C,亜鉛めっき(HDZ55)

S45C,亜鉛めっき(HDZ55)

S45C,亜鉛めっき(HDZ55)

SCM435,ダクロダイズド処理,DMコート

ワッシャー 個 SS400,亜鉛めっき(HDZ55)

1

1

1

1

2

2

個 SS400,亜鉛めっき1

(ピン)

(止めプレート) F130TDU用

2344

S=1:25

番

設

名

尺

面

大成エンジニアリング株式会社

の種類図

縮

会計 社名

事 務 所

号面図

施 会工 社名

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

上 信 越 自 動 車 道 

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

図  示

須坂橋（下り線）　Ａ１橋台　落橋防止構造Ｐ１―Ｏ１　構造詳細図（その４）（参考図）

須坂橋（下り線）　Ａ１橋台

構造詳細図（その４）（参考図）
落橋防止構造Ｐ１―Ｏ１
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正面図

A2橋台
P2橋脚
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アンカーボルト D35(SD345)

埋込み長=525mm

アンカーボルト D29(SD345)

埋込み長=435mm

落橋防止構造P1-O2

全2本

10891770

3
50

580057505287

16837

側面図

平面図

落橋防止構造
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落橋防止構造
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5
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1
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2

1 - 1

2 - 2

2174

500 500900

550 350

1
0
50

1
11

不陸調整樹脂パテ材
t=5mm

全周にシール材 20x20

　2.既設構造物への削孔の際には、鉄筋探査等を実施

　3.アンカーボルトの定着は、既設構造物より15D

    し既設鉄筋を切断しないよう注意すること。必要

　  (D:アンカー径)以上確保すること。

    に応じて、削孔位置、アンカー位置を調整し部材

    の製作に反映すること。

S=1:75

86°
0'0"

注記）

　1.既設構造物の形状を現地計測の上、必要に応じて、

    施工内容を精査すること。

全周にシール材 20x20

死荷重反力

設計水平力

設計遊間量

１本当たりの引張力

1400 ｋN

2100 ｋN

500 ｍｍ

1067 ｋN

TYPE-1 TYPE-2

6
50

6
50

番

設

名

尺

面

大成エンジニアリング株式会社

の種類図

縮

会計 社名

事 務 所

号面図

施 会工 社名

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

上 信 越 自 動 車 道 

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

1:75

須坂橋（下り線）　Ａ２橋台

須坂橋（下り線）　Ａ２橋台　落橋防止構造Ｐ１―Ｏ２　構造詳細図（その１）

構造詳細図（その１）
落橋防止構造Ｐ１―Ｏ２
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ブラケット1基当り(製作数: 2基)

4 - 4

上部工ブラケット

側 面 図

2 - 2 5 - 5

F.P区間
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M27
M27ネジ切り加工

ネジ切り長 L=105

1-1種 Nut  M27用 (SS400)

1-3種 Nut  M27用 (SS400)

1-Anc Bolt D29x540(SD345)

1-WASHER M27用 (SS400)

 材料：(1本当り)

1-PL 870x22x535

1-PL 900x36x1770

1-PL 160x22x210

1-PL 210x22x1390

2-PL  65x22x210

2-PL 308x22x748

2-PL 772x22x1400

2-PL 250x22x521
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5
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80°
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8-φ18孔
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16-φ39孔

樹脂パテ材 t=5mm
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樹脂パテ材 t=5mm
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FP
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15C溶接後埋め戻し
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5
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FP
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FP
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2
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3
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5
21
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900

15 870 15

3 - 3

ワッシャー(M27用)

3種ナット(M27用)

1種ナット(M27用)

10

D29

φ39削孔径

アンカー径

ア
ン

カ
ー

ボ
ル

ト
長
5
40

樹脂パテ材
(t=5mm)

エポキシ樹脂注入

※アンカーボルトはネジ切り部のみ溶融亜鉛めっきを施すものとする。

9
00

注記）

1.特記なき材質は全てSM400Aとする。

2.特記なきスカーラップは全てR50とする。

6.FP表記の開先溶接の箇所は、完全溶け込み溶接を

4.部材は、全て溶融亜鉛めっき仕上げとする。

　用いる。

　膜厚は、JIS H8641 HDZT77とする。

　ただし、ボルト・ナット類はHDZT49とする。

3.工場製作は現場計測の上、最終決定のこと。

5.既設コンクリートへの削孔の際には、鉄筋探査を

　実施し、既設鉄筋は切断しないこと。

　また、既設鉄筋と干涉した場合は、断面照査の上に、

　アンカーボルト位置の調整を行うこと。

S=1:25

シール材詳細図 S＝1:4

20

20

シール材

ベースプレート

不陸調整

シール材

(ブラケット全周)

S=1:12.5上部工アンカーボルト詳細図

16-1種 Nut  M27用 (SS400)

16-3種 Nut  M27用 (SS400)

16-Anc Bolt D29x540(SD345)

16-WASHER M27用 (SS400)

番

設

名

尺

面

大成エンジニアリング株式会社

の種類図

縮

会計 社名

事 務 所

号面図

施 会工 社名

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

上 信 越 自 動 車 道 

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

図  示

須坂橋（下り線）　Ａ２橋台　落橋防止構造Ｐ１―Ｏ２　構造詳細図（その２）

須坂橋（下り線）　Ａ２橋台

構造詳細図（その２）
落橋防止構造Ｐ１―Ｏ２
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シール材
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4-PL 120x28x224

6-φ45孔

下部工ブラケット
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シール材

(ブラケット全周)

6-φ39孔
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TYPE-1
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1

1

注記）

1.特記なき材質は全てSM400Aとする。

2.特記なきスカーラップは全てR50とする。

6.FP表記の開先溶接の箇所は、完全溶け込み溶接を

4.部材は、全て溶融亜鉛めっき仕上げとする。

　用いる。

　膜厚は、JIS H0401 HDZT77とする。

　ただし、ボルト・ナット類はHDZT49とする。

3.工場製作は現場計測の上、最終決定のこと。

5.既設コンクリートへの削孔の際には、鉄筋探査を

　実施し、既設鉄筋は切断しないこと。

　また、既設鉄筋と干涉した場合は、断面照査の上に、

　アンカーボルト位置の調整を行うこと。

S=1:25

シール材詳細図 S＝1:4

20

20

シール材

不陸調整 ベースプレート

1-1種 Nut  M33用 (SS400)

1-3種 Nut  M33用 (SS400)

1-Anc Bolt D35x635(SD345)

1-WASHER M33用 (SS400)

 材料：(1本当り)

下部工アンカーボルト詳細図 S=1:12.5

※アンカーボルトはネジ切り部のみ溶融亜鉛めっきを施すものとする。

M
33

M33ネジ切り加工

ネジ切り長 L=110樹脂パテ材
(t=5mm)

φ
45

D
35

削
孔
径

ア
ン

カ
ー
径

ワッシャー(M33用)

3種ナット(M33用)

1種ナット(M33用)

削孔長535

定着長525

110

5 28 52 2510

エポキシ樹脂注入

アンカーボルト長635

6-Anc Bolt D35x635(SD345)

6-1種 Nut  M33用 (SS400)

6-3種 Nut  M33用 (SS400)

6-WASHER M33用 (SS400)

FP FP

番

設

名

尺

面

大成エンジニアリング株式会社

の種類図

縮

会計 社名

事 務 所

号面図

施 会工 社名

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

上 信 越 自 動 車 道 

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

図  示

須坂橋（下り線）　Ａ２橋台　落橋防止構造Ｐ１―Ｏ２　構造詳細図（その３）

須坂橋（下り線）　Ａ２橋台

構造詳細図（その３）
落橋防止構造Ｐ１―Ｏ２
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1.連結ケーブルの製作は、現場にて取付間

注記)

　距離を確認のうえ、おこなうこと。

取付詳細図

連結ケーブル A-A断面図 S=1:5 ナット
(S45C:亜鉛めっき)

止めプレート
(SS400相当品:亜鉛めっき)

スプリング
(SW-C:亜鉛めっき,クロメート処理)

異型緩衝具
(支圧板+緩衝パッキン)

偏 向 具
(ポリエチレン)

保護キャップ
(ポリエチレン)

マンション端部処理

※取付前に保護チューブをはぎ取る。
　取付後はマンション先端ねじ部に
　防錆処理をおこなうこと。

保護チューブはぎ取り

100

560

2734

60192501283

下部工側 上部工側

連結ケーブル(F130TDU)

1040

連結ケーブル全長　L=2734

250

440

68

250

440600

亜鉛めっき仕様
(7xφ12.7)

被覆材
(ポリエチレン樹脂)

保護チューブ
(t=2)

ガイドパイプ
(ポリエチレン)

保護チューブ
(t=2)

マンション
(SCM435;溶射処理)

マンション
(SCM435;溶射処理)

38.1

48.1

防錆油

(ポリエチレン樹脂)

亜鉛めっき仕様
(7xφ12.7)

被覆材
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A

6097

1
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六角穴付止めねじ
(M10)

140 19

75 93 1
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75 1
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支圧板(SS400相当品:亜鉛めっき)

緩衝パッキン(合成ゴム)

160 208

1
60 2
08

90

8-M16(深さ25)
(インサート)

分割位置

15C

外ねじ加工

φ
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2
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組立て全長　L=640

490
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5050
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252550 25

取付部キャップ部

ビス止め位置

ビス受け孔(組立高さ段階調整用)

内ねじ加工

スプリング

止めプレート

マンション

保護キャップ

偏向具 異型緩衝具

ナット

182 264

100

エンドピン

フォークエンド

ワッシャー

ブラケットピン

アイバー

止めナット

マンション

(製作長)
400

90 1
80

φ10

50

ブラケットピン
(SCM435:DMコート)

77 286 77

440

78

止めナット
(S45C:亜鉛めっき)

115 63

1
32
.8

351

2
14

62 182 107

1
24 44

∅67

∅80

アイバー
(S45C:亜鉛めっき)

365

101 131 133

1
68

365

∅6
7

フォークエンド
(S45C:亜鉛めっき)

1
0068

30

48
28

1
04

28

1
0068

ワッシャー
(SS400:亜鉛めっき)

135 10

82 1-M10

六角穴付止めねじ
(M10)

75

19108

エンドピン

19

75

止めプレート
(SS400:亜鉛めっき)

65

2-M10
(六角穴付ボルト)

(ピン+止めプレート)

(SCM435:DMコート)
ピン

PC鋼より線

PC鋼より線

本連結ケーブル

材 料 表（落橋防止構造1本当たり）

PC鋼より線,ポリエチレン被覆1

単位 数量 摘　　　　　要規　　　　格名　　　称

SCM435,ネジきり標準　<ケーブルに組込>個 2

本 1 ポリエチレン　<ケーブルに組込>

F130TDU L=2734mm

F130TD用 標準

F130TD用 600mm

全2本

F130TDU用

F130TDU用

F130TDU用

F130TDU用

F130TDU用

F130TDU用

S45C;亜鉛めっき(HDZ55)F130TD用 1ナット

止めプレート

スプリング

異型緩衝具

偏向具

保護キャップ

F130TD用

F130TD用 L=400

F130TD用

F130TD用

F130TD用

個

個

個

個

個

組

1

1

1

1

1

SS400;亜鉛めっき(HDZ55)

SW-C;亜鉛めっき,クロメート処理

ポリエチレン

ポリエチレン;8-止めビス付

SS400;亜鉛めっき(HDZ55) + 合成ゴム

M16x50 1W付 本 8 SS400相当品;亜鉛めっき(HDZ35) 接着剤付(取付ボルト)

(マンション)

(ガイドパイプ)

ブラケットピン

アイバー

フォークエンド

止めナット

個

本

個

個

エンドピン 本

SCM435,ダクロダイズド処理,DMコート

S45C,亜鉛めっき(HDZ55)

S45C,亜鉛めっき(HDZ55)

S45C,亜鉛めっき(HDZ55)

SCM435,ダクロダイズド処理,DMコート

ワッシャー 個 SS400,亜鉛めっき(HDZ55)

1

1

1

1

2

2

個 SS400,亜鉛めっき1

(ピン)

(止めプレート) F130TDU用

2338

S=1:25

番

設

名

尺

面

大成エンジニアリング株式会社

の種類図

縮

会計 社名

事 務 所

号面図

施 会工 社名

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

上 信 越 自 動 車 道 

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

図  示

須坂橋（下り線）　Ａ２橋台　落橋防止構造Ｐ１―Ｏ２　構造詳細図（その４）（参考図）

須坂橋（下り線）　Ａ２橋台

構造詳細図（その４）（参考図）
落橋防止構造Ｐ１―Ｏ２

46 / 76



47 / 76



48 / 76



薬液槽
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Ａ

Ａ
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矢
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4枚

（
ct
c5
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200ｍ先

標識等安全施設

（警戒標識：200ｍ先）

2
0
0
0
0
0

10000

標識等安全施設

（ご協力ありがとうございます）

標識車 走
行
注
意

標
識
車

〇
〇
工
事

工
事
中

標識等安全施設

（工事中）

ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す

標識等安全施設

（回転警告灯）

標識等安全施設

（ジャンボカラーコーン）
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ラ
バ
ー
コ
ー
ン
　
6本

（
ct
c1
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）

190000

ラバーコーン　19本（ctc100
00）

8
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車線分離帯

凡例
: Ｈ型鋼仮設防護柵
: 移動式仮設防護柵

Ｐ２橋脚

Ａ２橋台

工　事　箇　所

保安ロボット

車道路肩 路肩

側帯（w=200）

750 3250

1302
橋

脚

3226

500

※施工時には、既設の道路標識の視認性を確保すること。

道路構造令の解説と運用（令和3年3月（公社） 日本道路協会）

Ａ-Ａ （s=1:100）

平面図

番

設

名

尺

面の種類図

縮

会計 社名

事 務 所

号面図

施 会工 社名

図示

須坂橋（上下線）　交通規制工　路肩規制Ｃ（ＯＮランプ） S=1:500

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

上 信 越 自 動 車 道 

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

須坂橋（上下線）　交通規制工　

路肩規制Ｃ（ＯＮランプ）
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車道路肩 路肩
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※施工時には、既設の道路標識の視認性を確保すること。

道路構造令の解説と運用（令和3年3月（公社） 日本道路協会）
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枚
（
c
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1
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00
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）

標識等安全施設

（ご協力ありがとうございます）

ご

協

力

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

す

至 長
野料金所 →

〇
〇
工
事

工
事
中

標識等安全施設

（工事中）

至
 更

埴
Ｊ
Ｃ
Ｔ
 →

凡例
: Ｈ型鋼仮設防護柵
: 移動式仮設防護柵

工　事　箇　所

20000

ラバーコーン　1本

標識車

200ｍ先

標識等安全施設

（警戒標識：200ｍ先）

標
識

車

6
0
00
0

矢
印
板
　
1
2
枚
（
c
tc
1
0
00
0
）

2
00
0
00

〇
〇
工
事

工
事
中

標識等安全施設

（工事中）

至
 更

埴
Ｊ
Ｃ
Ｔ
 →

平面図

番

設

名

尺

面の種類図

縮

会計 社名

事 務 所

号面図

施 会工 社名

須坂橋（上下線）　交通規制工　

図示

須坂橋（上下線）　交通規制工　路肩規制Ｃ（ＯＦＦランプ）
（S=1:250）

路肩規制Ｃ（ＯＦＦランプ）

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

上 信 越 自 動 車 道 

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事
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市
道
　
牛
池
須
坂
線

権五郎川

薬
液

槽
2
.
00
0%

2
.
0
0
0%

2
.
00
0%

2
.
0
0
0
%

2
.
0
0
0 %

2
.
0
0
0
%

電　気　室

料　金　所

駐　車　場 （１０台）

自転車置場（１０台）

KP134.319 KP135.139

KP134.474

CF-ST1

KP134.643
CD-ST1

KP134.750

CD-ST1

KP134.822

CD-ST1

KP135.048

CD-SD1

KP135.118

CD-DT1-P

KP134.428

KP134.737

ET-A1
資産管理番号

非常電話設備(上り135)

KP134.894

CD-SD1 CF-DT1-P

KP134.707

ET-A1
資産管理番号

非常電話設備(下り135)

CF-ST1
CD-SD1

可変速度規制標識

資産管理番号

CM2-ST6

CM1-SD6
CM1-SD6

CF-SD1
CF-SD1

KP134.969

可変速度規制標識

資産管理番号

A1 CD-SD1

A1 CD-SD1

STA908
+80.83

8KP133.
4

STA90
8+80.

838
KP134

.4

須坂長野東 4-1

須坂長野東 1-1

須坂長野東IC

KP134.703
CCTV設備(上り)

KP134.716
カメラ制御箱(上り)

V

A

J

TC

気50

：J型情報板

：可変式速度規制標識

：非常電話

：交通量計測設備

：路車間情報設備

：気象観測設備

非 ：非常電話標示灯

：A型情報板

広 ：広域情報板

HR ：ﾊｲｳｪｲﾗｼﾞｵ設備

：CCTV設備ITV

：道路照明（Pb-12-Ⅴ-NH360W）

：道路照明（Pb-12-Ⅴ-NH220W）

外 ：外照標識

内 ：内照標識

C ：C型情報板

：道路照明（P-12-Ⅴ-NH360W）

：道路照明（P-12-Ⅴ-NH220W）

：道路照明（Pb-10-IV-NH220W）

：庭園灯

：分岐点点滅灯 ：高圧引込柱

：信号機

：道路照明（P-13.5-Ⅴ-HF1000W）

：電気用ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙ

：通信用ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙ 降 ：降雪深計

電 ：電話BOX

：道路照明（Pb-13.5 HF1000W×3）

：道路照明（P-10-IV-NH220W）

：道路照明（P-13.5-Ⅴ-HF700W）

：道路照明（Pb-10-IV-LED）

予 ：ETC予告無線装置

：B型情報板B

D ：D型情報板

：トンネル非常電話設備

凡　例

50

50

50

50

KP134.430

HH EA-C1

KP134.967
HH EA-C1

134.4KP～135.1KP須坂橋（上下線）配線系統図（その１）（参考図）

縮　　尺

設計会社名

 事務所名 

図面の種類

 図面番号 

株式会社ネクスコ東日本エンジニアリング

－

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

長野工事事務所

上 信 越 自 動 車 道

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

須坂橋（上下線）

配線系統図（その１）（参考図） 
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中分

下り線

上り線

S50(2)

S50(2) S50(2)S50(2)

VE28(2)  46.0

PS25(2)        14.4 PS50(2)   18.5

CCP-AP0.65-10P 92.85
PS25(2)        13.25

CCP-AP0.65-70P 155.0

VE54(2)        155.0

CCP-AP0.65-70P 233.0

VE54(2)        168.8

CCP-AP0.65-30P 13.1

PS25(3)        13.1

CCP-AP0.65-30P 44.1

PS25(3)        12.2

VE28(2)   31.9

VE54(2)   28.5

CCP-AP0.65-30P 44.1

CCP-AP0.65-70P 187.0
VE54(2)        43.0

CCP-AP0.65-70P 187.0
VE54(2)        72.5

71.564.2 CCP-AP0.65-60P 154.6

VE54(2)        154.6

PS50(5)        12.37

PS50(5)        11.9

VE54(4)        11.9

VE54(4)        42.9

70.2

S50(2)

S50(2)

79.6

CCP-AP0.65-10P

PS25(3)       13.25

VE54(4)

45.6

VE54(2)

44-48SM+4K-WBB2  251.244-48SM+4K-WBB2  1734.0 44-48SM+4K-WBB2  1565.0

0-96SM-WBB2  134.2

44-48SM+4K-WBB2 44-48SM+4K-WBB2

44-48SM+4K-WBB2
44-48SM+4K-WBB2

44-48SM+4K-WBB2

B2-SC25(1)
4SM-SZ-PE

STP0.5-4P
E1-FP30(1)

注）※1:CCP-AP0.65-70P
    CCP-AP0.65-60P
    0-96SM-WBB2

※1

※1

※1

※1屋外PS管
4SM-SZ-PE

E1-FP30(1)
4SM-SZ-PE

E1-FP30(1)
4SM-SZ-PE

E1-FP30(2)
VVR3.5sq-2C,IV3.5sq
4SM-SZ-PE

V

A

J

TC

気50

：J型情報板

：可変式速度規制標識

：非常電話

：交通量計測設備

：路車間情報設備

：気象観測設備

非 ：非常電話標示灯

：A型情報板

広 ：広域情報板

HR ：ﾊｲｳｪｲﾗｼﾞｵ設備

：CCTV設備ITV

：道路照明（Pb-12-Ⅴ-NH360W）

：道路照明（Pb-12-Ⅴ-NH220W）

外 ：外照標識

内 ：内照標識

C ：C型情報板

：道路照明（P-12-Ⅴ-NH360W）

：道路照明（P-12-Ⅴ-NH220W）

：道路照明（Pb-10-IV-NH220W）

：庭園灯

：分岐点点滅灯 ：高圧引込柱

：信号機

：道路照明（P-13.5-Ⅴ-HF1000W）

：電気用ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙ

：通信用ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙ 降 ：降雪深計

電 ：電話BOX

：道路照明（Pb-13.5 HF1000W×3）

：道路照明（P-10-IV-NH220W）

：道路照明（P-13.5-Ⅴ-HF700W）

：道路照明（Pb-10-IV-LED）

予 ：ETC予告無線装置

：B型情報板B

D ：D型情報板

：トンネル非常電話設備

凡　例

50

50

50

VE28(2)  46.0

PS25(2)        14.4
CCP-AP0.65-30P 44.1

50

CCP-AP0.65-10P
FP30(1)

VVR5.5sq-2C,IV3.5sq
FP30(1)

VE28(1)
CCP-AP0.65-10P

VE28(1)
VVR3.5sq-2C,IV3.5sq

須坂橋（上下線）配線系統図（その２）（参考図） 

縮　　尺

設計会社名

 事務所名 

図面の種類

 図面番号 

株式会社ネクスコ東日本エンジニアリング

－

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

長野工事事務所

上 信 越 自 動 車 道

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

須坂橋（上下線）

配線系統図（その２）（参考図） 
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縮　　尺

設計会社名

 事務所名 

図面の種類

 図面番号 

株式会社ネクスコ東日本エンジニアリング

－

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

長野工事事務所

上 信 越 自 動 車 道

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

須坂橋（上下線）配線系統図（その３）（参考図） 

須坂橋（上下線）

配線系統図（その３）（参考図） 
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電気配線図

縮　　尺

設計会社名

 事務所名 

図面の種類

 図面番号 

株式会社ネクスコ東日本エンジニアリング

－

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

長野工事事務所

上 信 越 自 動 車 道

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

須坂橋（上下線）配線系統図（その４）（参考図） 

須坂橋（上下線）

配線系統図（その４）（参考図） 
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記号 配管種別 回路名 配線仕様 負荷名称 備　考 記号 配管種別 回路名 配線仕様 負荷名称 備　考 記号 配管種別 回路名 配線仕様 負荷名称 備　考

1 直埋 6 SC-VVR14sq-3C E2S-PS50(2)

PS50

1 VVR3.5sq-2C+1C,IV3.5sq 37 E1A-VE54(1)28(1)
VE54

1 VVR3.5sq-2C+1C

2
直埋

1 SC-VVR3.5sq-2C,A3.5sq 7 VVR3.5sq-3C 4 VVR3.5sq-3C+1C

6 SC-VVR14sq-3C 8 VVR3.5sq-2C VE28 3 VVR3.5sq-3C,IV3.5sq

3
直埋

1 SC-VVR3.5sq-2C,A3.5sq PS50 38 不明 不明

6 SC-VVR14sq-3C E1-VE28(3) VE28 1 VVR3.5sq-2C+1C,IV3.5sq 39

直埋

1 SC-VVR5.5sq-4C+1C,A3.5sq

4
直埋

1 SC-VVR3.5sq-3C+1C,A3.5sq VE28 7 VVR3.5sq-3C,IV3.5sq 2 SC-VVR3.5sq-4C+1C

6 SC-VVR14sq-3C VE28 8 VVR3.5sq-2C,IV3.5sq 5 SC-VVR8sq-3C

5
直埋

1 SC-VVR3.5sq-4C+1C,A3.5sq 23
直埋

1 SC-VVR3.5sq-4C+1C,A3.5sq 6 SC-VVR14sq-3C

6 SC-VVR14sq-3C 5 SC-VVR8sq-3C 7 SC-VVR3.5sq-3C

6 不明 不明 24 不明 不明 8 SC-VVR3.5sq-2C

7 E2S-PS50(3) PS50 1 VVR3.5sq-2C+1C,IV3.5sq 25
直埋

1 SC-VVR3.5sq-4C+1C,A3.5sq 39

直埋

1 SC-VVR5.5sq-4C+1C,A3.5sq

PS50
7 VVR5.5sq-3C 5 SC-VVR8sq-3C 2 SC-VVR3.5sq-4C+1C

8 VVR3.5sq-2C 26
直埋

1 SC-VVR3.5sq-3C+1C,A3.5sq 5 SC-VVR8sq-3C

PS50 ---C--- 5 SC-VVR8sq-3C 6 SC-VVR14sq-3C

E1-VE54(3) VE54 1 VVR3.5sq-4C+1C,IV3.5sq 27
直埋

1 SC-VVR3.5sq-2C,A3.5sq 7 SC-VVR5.5sq-2C

VE54
7 VVR5.5sq-3C 5 SC-VVR8sq-3C 8 SC-VVR3.5sq-2C

8 VVR3.5sq-2C 27 B1-VE54(3) VE54 1 VVR3.5sq-2C,IV3.5sq 40
直埋

1 SC-VVR3.5sq-2C+1C,A3.5sq

VE54 6 VVR14sq-3C VE54 5 VVR8sq-3C 3 SC-VVR3.5sq-2C

B1-VE54(3) VE54 1 VVR3.5sq-4C+1C,IV3.5sq VE54 ---C--- 41

直埋

1 SC-VVR3.5sq-4C+1C,A3.5sq

VE54
7 VVR5.5sq-3C 28 VE28 1 VVR3.5sq-4C+1C,IV3.5sq 2 SC-VVR3.5sq-2C+1C

8 VVR3.5sq-2C 28 VE28 1 VVR3.5sq-4C+1C,IV3.5sq 7 SC-VVR3.5sq-3C

VE54 6 VVR14sq-3C 29 直埋 1 SC-VVR3.5sq-2C+1C,A3.5sq 41
直埋

1 SC-VVR3.5sq-2C+1C,A3.5sq

直埋

1 SC-VVR3.5sq-4C+1C,A3.5sq 29 直埋 1 SC-VVR3.5sq-2C+1C,A3.5sq 3 SC-VVR3.5sq-3C

6 SC-VVR14sq-3C 30 E1A-28(1) VE28 4 VVR3.5sq-2C+1C,IV3.5sq 42

PS50

1 VVR3.5sq-4C+1C,IV3.5sq

7 SC-VVR5.5sq-3C 31

VE54

1 VVR3.5sq-4C+1C 2 VVR3.5sq-2C+1C

8 SC-VVR3.5sq-2C 2 VVR3.5sq-2C+1C 3 VVR3.5sq-4C

9

直埋

1 SC-VVR3.5sq-4C+1C,A3.5sq 3 VVR3.5sq-4C PS50 7 VVR3.5sq-3C

2 SC-VVR3.5sq-2C+1C VE28 4 VVR3.5sq-4C+1C,IV3.5sq PS50 C型可変標示板電源

6 SC-VVR14sq-3C VE28 7 VVR5.5sq-3C PS50 C型可変標示板制御線

7 SC-VVR5.5sq-3C VE28 C型可変標示板電源 PS50 ---C---

8 SC-VVR3.5sq-2C 31

VE54

1 VVR3.5sq-4C+1C,IV3.5sq 43

直埋

1 SC-VVR3.5sq-4C+1C,A3.5sq

10

直埋

1 SC-VVR5.5sq-4C+1C,A3.5sq 2 VVR3.5sq-2C+1C 2 SC-VVR3.5sq-2C+1C

2 SC-VVR3.5sq-4C+1C 3 VVR3.5sq-4C 7 SC-VVR3.5sq-3C

6 SC-VVR14sq-3C VE28 4 VVR3.5sq-4C+1C 44

直埋

1 SC-VVR3.5sq-4C+1C,A3.5sq

7 SC-VVR5.5sq-3C VE28 7 VVR5.5sq-3C 2 SC-VVR3.5sq-2C+1C

8 SC-VVR3.5sq-2C VE54(15) ---C--- 7 SC-VVR3.5sq-3C

11 不明 不明 VE28 C型可変標示板電源 45 不明 不明

12 直埋 1 SC-VVR3.5sq-4C+1C,A3.5sq VE54 ---C--- 46
直埋

1 SC-VVR3.5sq-4C+1C,A3.5sq

13 直埋 1 SC-VVR3.5sq-4C+1C,A3.5sq 32 E1A-28(1) VE28 4 VVR3.5sq-2C+1C,IV3.5sq 2 SC-VVR3.5sq-2C+1C

14 直埋 1 SC-VVR3.5sq-2C+1C,A3.5sq 33

VE54

1 VVR3.5sq-4C+1C,IV3.5sq 47 直埋 1 SC-VVR3.5sq-4C+1C,A3.5sq

15 不明 不明 2 VVR3.5sq-2C+1C 48 E1-VE28(1) VE28 1 VVR3.5sq-3C+1C,IV3.5sq

16 E2S-PS50(2) PS50 1 VVR3.5sq-2C+1C,IV3.5sq 3 VVR3.5sq-4C 48 E2S-PS50(2) PS50 1 VVR3.5sq-3C+1C,IV3.5sq

PS50 ---C--- VE28 4 VVR3.5sq-4C+1C PS50 ---C---

16 E1-VE28(1) VE28 1 VVR3.5sq-2C+1C,IV3.5sq VE28 7 VVR5.5sq-3C 49 B1-VE54(2) VE54 1 VVR3.5sq-4C+1C,IV3.5sq

17

直埋

1 SC-VVR5.5sq-4C+1C,A3.5sq VE54(15) ---C--- VE54 ---C---

2 SC-VVR3.5sq-4C+1C VE28 C型可変標示板電源 50 直埋 1 SC-VVR3.5sq-3C+1C,A3.5sq

6 SC-VVR14sq-3C 33

VE54

1 VVR5.5sq-4C+1C 51 直埋 1 SC-VVR3.5sq-2C+1C,A3.5sq

7 SC-VVR5.5sq-3C 2 VVR3.5sq-4C+1C 52 不明 不明

8 SC-VVR3.5sq-2C 3 VVR3.5sq-2C 53 直埋 5 SC-VVR8sq-3C

18

直埋

1 SC-VVR5.5sq-4C+1C,A3.5sq VE28 4 VVR3.5sq-3C+1C,IV3.5sq

2 SC-VVR3.5sq-4C+1C
VE54

5 VVR8sq-3C

6 SC-VVR14sq-3C 6 VVR14sq-3C

7 SC-VVR5.5sq-3C VE54 7 VVR5.5sq-3C

8 SC-VVR3.5sq-2C
VE54(2)

8 VVR3.5sq-2C

19

直埋

1 SC-VVR5.5sq-4C+1C,A3.5sq ---C---

2 SC-VVR3.5sq-4C+1C VE54(2) ---C---

6 SC-VVR14sq-3C 34 E1A-28(1) VE28 4 VVR3.5sq-2C+1C,IV3.5sq

7 SC-VVR5.5sq-3C 35 E1A-VE54(4)

VE54

1 VVR5.5sq-4C+1C,IV3.5sq

8 SC-VVR3.5sq-2C 2 VVR3.5sq-4C+1C

20

直埋

1 SC-VVR3.5sq-4C+1C,A3.5sq 3 VVR3.5sq-2C

2 SC-VVR3.5sq-2C+1C
VE54

5 VVR8sq-3C

5 SC-VVR8sq-3C 6 VVR14sq-3C

7 SC-VVR3.5sq-3C
VE54

7 VVR5.5sq-3C

8 SC-VVR3.5sq-2C 8 VVR3.5sq-2C

21

直埋

1 SC-VVR3.5sq-4C+1C,A3.5sq VE54 ---C---

5 SC-VVR8sq-3C 36 E2S-PS50(2)
PS50

1 VVR3.5sq-2C+1C,IV3.5sq

7 SC-VVR3.5sq-3C 3 VVR3.5sq-2C

8 SC-VVR3.5sq-2C PS50 ---C---

54

55

56

57

58

59

60

61

62

E1-FP30(1) FP30 STP0.5-4P カメラ映像ケーブル

E1-FP30(2) FP30 VVR3.5sq-2C,IV3.5sq カメラ電源ケーブル

FP30 4SM-SZ-PE カメラ映像ケーブル

E1-FP30(1) FP30 4SM-SZ-PE カメラ映像ケーブル

E1-FP30(1) FP30 4SM-SZ-PE カメラ映像ケーブル

B2-SC25(1) SC25 4SM-SZ-PE カメラ映像ケーブル

E1-FP30(1) FP30 4SM-SZ-PE カメラ映像ケーブル

屋外FP管 4SM-SZ-PE カメラ映像ケーブル

屋外PS管 4SM-SZ-PE カメラ映像ケーブル

屋外FP管 4SM-SZ-PE カメラ映像ケーブル

4SM-SZ-PE カメラ映像ケーブル

 須坂長野東IC配管・配線表 

縮　　尺

設計会社名

 事務所名 

図面の種類

 図面番号 

株式会社ネクスコ東日本エンジニアリング

－

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

長野工事事務所

上 信 越 自 動 車 道

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

須坂橋（上下線）配線系統図（その５）（参考図）  

須坂橋（上下線）

配線系統図（その５）（参考図） 
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